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令和２年度 社会福祉

法  人 荒川区社会福祉協議会 事業報告 

 

 

社会福祉事業区分 

 

 

地域福祉活動推進事業拠点区分 

 

 １．法人運営事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

理事会、

評 議 員

会 等 の

開催 

 

  理事会、評議員会、監事会、評議員選任・解任委員会

を開催し、当会の運営・事業推進を図る。 

 

理事会 ●議案 

1)令和元年度事業報告及び決算について 

2)令和 2 年度第１回社会福祉事業区分資金収支補正予

算について 

3)定款の一部改正について 

4)処務規程の一部改正について 

5)経理規程の一部改正について 

6)常勤就業規則の一部改正について 

7)非常勤・臨時職員規程の一部改正について 

8)職員給与規程の一部改正について 

9)非常勤・臨時職員給与規程の一部改正について 

10)退職職員手当支給規程の一部改正について 

11)厚生援護資金貸付金返還金の返済免除について 

12)令和２年度第１回評議員会の開催について 

13)第１回評議員選任・解任委員会の開催について 

 

●報告 

1)活動報告について 

2)会長及び常務理事の職務執行について 

第 1回 6月 11 日 

※書面決議にて実施 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、定款第 31 条第 2 項の規定

に基づく、理事会の決議。 

●議案 

1)令和 2 年度第 2 回社会福祉事業区分・第 1 回公益事

業区分資金収支補正予算ついて 

2)第 2 回評議員会開催について 

 

●報告 

1)活動報告について 

2)会長及び常務理事の職務執行について 

第 2回 11 月 25 日 

サンパール荒川 4階 

第 1集会室 

21 名出席 

●議案 

1)令和 3年度事業計画書について 

2)令和 3年度資金収支予算について 

3)令和 2 年度第 3 回社会福祉事業区分・第 2 回公益事

業区分資金収支補正予算について 

第 3回 3月 11 日 

サンパール荒川 4階 

第 2集会室 

18 名出席 

1



 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

4)第 3 回評議員会開催について 

5)定款細則の一部改正について 

6)理事・監事選出規程の一部改正について 

7)評議員選出規程の一部改正について 

●報告 

1)活動報告について 

2)後援の承認について 

3)感謝状贈呈者について 

4)会長及び常務理事の職務執行状況について 

評 議 員

会 

●議案 

1)令和元年度事業報告及び決算について 

2)令和 2年度第 1回社会福祉事業区分資金収支補正予 

算について 

3)社会福祉法人荒川区社会福祉協議会定款の一部改正 

について 

 

●報告 

1)活動報告について 

第 1回 6月 26 日 

※書面決議にて実施 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、定款第 16 条第 4 項の規定

に基づく評議会の決議。 

●議案 

1)令和 2 年度第 2 回社会福祉事業区・第 1 回公益事業

区分資金収支補正予算について 

 

●報告 

1)活動報告について 

 

第 2 回 12 月 11 日 

※書面決議にて実施 

新型コロナウイルス感染者数の急

拡大をうけ、定款第 16 条第 4 項の

規定に基づく評議会の決議。 

●議案 

1)令和 3年度事業計画書について 

2)令和 3年度資金収支予算について 

3)令和 2 年度第 3 回社会福祉事業区分・第 2 回公益事

業区分資金収支補正予算について 

4)定款細則の一部改正について 

5)理事・監事選出規程の一部改正について 

 

●報告 

1)活動報告について 

第 3回 3月 25 日 

サンパール荒川 4階 

第 2・3集会室 

17 名出席 

評 議 員

選任・解

任 委 員

会 

●議案 

1) 評議員の補充選任について（8名） 

 

第 1 回 7月 10 日 

荒川区社会福祉協議会 

3 階 役員室 

8 名出席 

 監事 令和元年度 社会福祉法人荒川区社会福祉協議会 

事業報告及び決算について 

 

5 月 25 日 

荒川区社会福祉協議会 

3 階 役員室 

普 及 事

業  

社 協 会

員拡充 

 地域の方々に当会の活動趣旨に理解賛同を得、社協

会員の増加、自主財源の安定収入を図るとともに、住民

の地域福祉活動への参画を推進した。 

 令和 2 年度は社協会員拡充を目指して、おもちゃ図

書館やふれあい粋・活サロンなどの参加者への呼びか

けを企画していたが、新型コロナウイルス感染拡大防

1. 個人会員 

2,118 名 

① 特別会員 

821 名+445 名※ 

※にこにこ利用会員 

② 正会員 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

止のため多くのサロンが中止となったため、実施でき

なかった。 

852 名 

2. 団体会員 

113 件 

3. ワンコイン会員 

（個人・団体） 

  38 件 

個人・団体 

計 2,269 名 

社 協 リ

ー フ レ

ッ ト の

作成 

 当会の事業紹介のパンフレット（詳細版・簡易版の 2

種）を作成し、社協会員へ配布及び広く区民に配布し、

当会への理解促進を図る予定だったが、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため、配布機会がなく、作成を見

合わせた。 

作成見合わせ 

感 謝 状

の贈呈 

 当会の活動へ多大な協力をした団体・個人に対して

感謝状を贈呈した。また、被災地への支援や、地域福祉

の発展のために尽力し、特にその活動が顕著である団

体・個人、「ふれあい粋・活サロン事業」の協力者等で、

活動実績が顕著と認められる者に対しても感謝状を贈

呈した。 

感謝状贈呈者 

 19 件（一般寄付） 

※なお、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、贈呈式は見合わせ

た。 

広 報 活

動  

あ ら か

わ 社 協

だ よ り

の発行 

 令和 2年度は、毎号、個人・団体で活躍している人を

取材し、活動紹介を取り入れた内容を掲載した。 

なお、予定では年 5 回発行であったが、毎年 5 月に

発行しているものに関しては、緊急事態宣言に伴う外

出自粛等により取材が行えず、4回の発行となった。 

242 号 4P／48,200 部  243 号 4P／48,200 部 

244 号 4P／48,200 部  245 号 4P／48,200 部 

242 号 7 月 25 日 

243 号 10 月 25 日 

244 号 12 月 1 日 

245 号 2 月 15 日 

 

あ ら か

わ ラ イ

フ サ ポ

ー ト ニ

ュ ー ス

の発行 

 広く区民に様々な情報を発信し、区内への関心を促

進するために、荒川区関係 5団体の協働で広報紙を年 1

回発行していたが、各団体との協議の上、一定の役割を

果たしたとして、発行終了とした。 

発行なし。 

（ 令和元年 度で発行 終了。） 

Web によ

る 

情 報 提

供 

 ホームページや Facebook を活用することにより、区

民が24時間いつでも情報を得ることができるようにす

る。  

また、最新情報をリアルタイムに提供することによ

り、幅広い世代へ地域福祉活動への参加を促す機会と

した。 

ホームページ 

アクセス数 71,009 件 

1 日平均 194.5 件 

イ メ ー

ジ キ ャ

ラ ク タ

ー の 活

用 に よ

る広報 

当会の事業を広報するために、親しみやすいイメー

ジキャラクターひらりちゃんを活用し、その着ぐるみ

や各種グッズを用いて活動に取り組んだ。 

主な広報場所 

① 11 月 9 日‐14 日 

第 1回あらかわどこでも福祉フェス

タ 

場所：区内福祉施設各所 

② 各施設イベント 

 

た ん ぽ

ぽ 募 金

箱 と 情

報 ラ ッ

  区内協力店や商店街等に依頼し、たんぽぽ募金箱を

置いていただき、地域の方々に身近な場所で地域福祉

活動推進のための募金活動への協力を促す。あわせて

情報ラックを設置し、地域福祉情報を広く区民に提供

たんぽぽ募金設置場所 

155 件 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

ク の 設

置 

した。  

第 三 期

あ ら か

わ粋・活

計画 

地 域 福

祉 活 動

計 画 推

進 委 員

会 の 開

催 

荒川区地域福祉活動計画第三期あらかわ粋・活計画

の実施状況の確認と評価、助言を受けることを目的に

地域福祉活動計画推進委員会を開催した。 

新型コロナウイルス感染症対策のため、12 月に実施

内容の報告を書面と動画（DVD）で全委員に送付しご意

見をいただいた。意見をもとに 3 月にオンラインにて

委員会を実施し、内容を深め助言をいただいた。 

 

 

 

12 月 

書面及び動画報告 

3 月 3 日 

オンライン会議 

8 名参加 

あ ら か

わ粋・活

計 画 の

推進 

≪あらかわ粋・活計画（Ⅲ．若い世代が地域で活躍でき

るまちづくり 子育て世代が参加できるボランティア

プログラム作り）≫ 

コロナ禍において実施できるボランティアとして以

下のことを実施 

・収集ボランティア：使用済み切手、ベルマーク、ミル

ク、おむつ等の収集。 

・「想いをつたエール」特別養護老人ホームで過ごす利

用者へ、おもちゃ図書館子育て交流サロンに来所す

る乳幼児の親子がメッセージと写真を提供し、7つの

特別養護老人ホームへ届けた。 

 

 

 

 

 

 

 

「想いをつたエール」 

メッセージカード 135 枚 

写真       18 枚 

（受取）特別養護老人ホーム 7 施設 

 

調 査 研

究企画 

 ≪あらかわ粋・活計画（Ⅳ．協働できるまちづくり）荒

川区内 NPO 法人調査≫ 

荒川区内に事務所在所の NPO 73 法人に対しアンケー

ト調査を実施。17 団体から回答を得、4団体に対し訪問

ヒアリング調査を行い報告書にまとめた。 

 

 

≪あらかわ粋・活計画（Ⅳ．協働できるまちづく

り）の当事者・ボランティア団体へのヒアリング≫ 

 各団体のニーズや提供できる資源についての紙面ア

ンケート調査に回答があった 33 団体に、実態について

の訪問ヒアリング調査を実施。  

 

 

対象 

区内 NPO 法人 73 か所 

回答 17 か所 

訪問ヒアリング調査 4か所 

 

 

 

対象 

当事者・ボランティア団体 33 団体 

実施 32 団体 

実 習 生

受 け 入

れ事業 

  社会福祉を学ぶ学生や社会人等を対象に長期・短期

実習を受け入れ、当会の事業や福祉についての経験学

習をする場を提供することで、福祉に携わる後進の育

成及び地域福祉の推進を図った。 

3 名受け入れ 

① 神奈川大学 

② 聖徳大学 

連 絡 調

整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒 川 区

社 会 福

 民生委員・児童委員協議会、町会・自治会、高年者ク

ラブ連合会、心身障害児者福祉連合会、母子寡婦福祉協

議会、福祉施設、ボランティアグループ、当事者団体、

NPO 法人 

等の連絡調整を図り、多様化する社会福祉ニーズの調

整活動を行うとともに、民間助成団体をはじめ、様々な

情報の提供を行う。また、寄付物品の配布調整等も実施

する。 

 

区内で社会福祉施設・事業を運営・展開する社会福祉

法人の組織化を図り、社会福祉法人の存在意義を広く

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区内の社会福祉事業所 58 

区内社会福祉法人 10 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

祉 法 人

連絡会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法 人 連

絡 会 に

お け る

連 携 事

業 

周知するとともに、社会福祉法人の公益活動を区レベ

ルで実施しすることを目的に連絡会及び取り組みを実

施。 

 福祉避難所開設・運営訓練等を通じ、高齢者や障がい

者施設・法人の連携を図ってきた経緯をもって、区内に

法人本部のある社会福祉法人の連絡会を開催（荒川区

内社会法人連絡会）。より多くの参加を得るために、区

内で社会福祉施設・事業を運営・展開する社会福祉法人

で「荒川区社会福祉法人連絡会」を発足し、当会が事務

局を担った。 

 

法人連絡会の連携事業として「リサイクル事業」と

「パントリー事業」に着手した。 

「リサイクル事業」は、参加する事業所にリサイクル

ボックスを設置し、使用済み切手、書き損じハガキ、ベ

ルマーク、使用済みインクカートリッジなどの地域で

の回収拠点となった。 

「パントリー事業(食品等の提供)」は、地域との関係

性が持てずに孤立しがちな世帯に対し、区役所等のご

協力によりケースワークの中でパントリー事業を紹介

いただき、当会で申し込みを受けた。 

2 カ月に 1度、セカンドハーベストジャパンから食材

の提供を受け、世帯用に小分けし、担当施設より受け持

ち世帯に食材等を配布。お渡しする際に、世帯の様子、

困りごと悩みごとなどがないか声掛けし、必要に応じ

相談等にのった。 

  

区外社会福祉法人 16 

社会福祉法人連絡会には、24 法人、

56 事業所が参加 

第 1回連絡会 7 月 30 日 

第 2回連絡会 9 月 2 日 

第 3回連絡会 3 月 22 日 

   

 

 

 

 

「リサイクル事業」には、24 法人、

56 事業所が参加 

 

 

 

 

「パントリー事業」には、23 法人、

45 事業所が参加。 

第 1回・11 月 

11 世帯・18 人（2世帯・ 

3 人辞退） 

第 2回・1月 

 15 世帯・34 人 

第 3回・3月 

15 世帯・34 人 

社 会 福

祉 協 議

会 の 充

実・強化 

  多様化する福祉ニーズに応えられる職員としての専

門性を高めるため、職員研修の実施、民生委員・児童委

員協議会への出席、地域での会議への参加などを行っ

た。 

 

＜職員研修＞ 

①社会福祉法人会計実務講座 

②区市町村ボランティア・市民活動センター新任研修 

③区市町村社会福祉協議会新任職員研修 

④社会福祉士実習指導者講習 

⑤内定者研修  

民生委員・児童委員協議会部会への

参加（通年） 

 

 

 

＜職員研修＞ 

①6月 25 日  1 名 

②7 月 27 日  2 名 

③7 月 31 日  3 名 

④12 月 22 日  1 名 

⑤3 月 18 日  1 名 

災 害 時

活 動 準

備金 

  災害時に、災害ボランティアセンターを速やかに立

ち上げ、支援活動に取り組むために必要な機材の調達

を始め、支援物資の確保、避難場所の設営等、様々な対

応を行うための準備金を計上した。 
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 ２．地域福祉事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

地域福祉コ

ーディネー

ト事業 

 

地域コーデ

ィネーター

の配置 

【強化事業】 

民生委員・児童委員協議会、町会・自治会、商店街等

の地縁型組織、並びに多様なテーマを持つボランティ

ア・NPO 法人等の志縁型組織との連携・協力のネットワ

ークを構築しながら、様々な形の住民の孤立予防活動

や、交流行事等の企画調整を行う。また制度等で解決の

難しい事案も含め、福祉ニーズのある住民に寄り添い、

状況の改善に向けた仕組みづくり等を行うため、地域コ

ーディネーターを複数配置し、地区担当のチーム体制を

つくった。 

常勤職員  2 名 

非常勤職員 5 名 

 

ふれあい 

粋・活 

(いきいき)

サロン 

ネットワー

ク事業 

全体 96 か所 開催 41 か所 開催延数 275 回 

参加延数 5745 名 

 

＜地区別（55 か所）開催 20 か所 開催延数 81 回 

参加延数 2059 名＞ 

〈 南千住東部地区 〉  

1．汐入ふれあいいきいきサロン 

  実施会場：汐入町会会館(汐入町会事務所) 

  実 施 日：第 2水曜日 13:30～14:30 

2．すみれ会 

  実施会場：都営南千住四丁目アパート集会室 

  実 施 日：第 2木曜日 14:00～15:00 

3．おしゃべり会 

  実施会場：汐入町会会館 

  実 施 日：第 4月曜日 14:00～15:30 

4．石浜サロン 

  実施会場：石浜ふれあい館 

  実 施 日：第 2金曜日 13:30～15:00 

5．サロンあいあい 

  実施会場：南千住二丁目アパート集会室 

  実 施 日：第 3金曜日 14:00～15:00 

 

〈 南千住西部地区 〉  

6．駅前サロン 

  実施会場：南千住駅前ふれあい館 

  実 施 日：第 1火曜日 10:00～11:30 

7．スカハ倶楽部 

  実施会場：南千住スカイハイツ集会室 

  実 施 日：第 3火曜日 10:30～11:30 

8． アルスサロン 

  実施会場：アルス千住集会室 

  実 施 日：第 3木曜日 10:30～12:00 

 

〈 荒川地区 〉  

9．喫茶はなのき 

  実施会場：花の木ハイム荒川 多目的ホール 

  実 施 日：第 4金曜日 13:30～14:50 

 新型コロナウイルス

感染症対策の為中止し

たサロンが多かった。 

 開催回数 6 回 

 参加延数 248 名 

 

 全て中止 

 

  

 開催回数 7 回 

 参加延数 205 名 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 56 名 

 

 開催回数 4 回 

 参加延数 85 名 

 

 

 

 開催回数 5 回 

 参加延数 105 名 

 

 全て中止 

  

 

 開催回数 4 回 

 参加延数 54 名 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 １回 

 参加延数 29 名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

10．喫茶やまぶき 

  実施会場：荒川六丁目ひろば館 

  実 施 日：第 1金曜日 13:30～14:50 

11．喫茶ゆいの森 

  実施会場：ゆいの森あらかわ 

  実 施 日：第 1火曜日 13:30～14:30 

12．サロン西文化 

  実施会場：荒川一丁目西文化会館 

  実 施 日：第 2日曜日 13:00～14:30 

13．仲道サロン 

  実施会場：荒川七丁目仲道アパート集会室 

  実 施 日：第 3土曜日 13:00～14:30 

14．本町会うぐいすサロン 

  実施会場：荒川一丁目本町会会館 

  実 施 日：第 1木曜日 13:30～14:30 

15．ほほえみサロン 

  実施会場：アクロスあらかわ 

  実 施 日：第 3金曜日 14:00～15:00 

16．西文化いきいきカレークラブ 

  実施会場：荒川一丁目西文化会館 

  実 施 日：第 3土曜日 17:00～18:30 

17．サロン虹の橋 

  実施会場：清水邸（大和精華 2 階事務所） 

  実 施 日：第 3火曜日 14:00～15:30 

18．サロン三丁目 

  実施会場：峡田ふれあい館 

  実 施 日：第 2金曜日 14:00～15:00 

19．さわやか出合いサロン 

  実施会場：三河島ひろば館 

  実 施 日：第 3木曜日 14:00～15:00 

 

〈 町屋地区 〉  

20．町屋六丁目サロン 

  実施会場：町屋六丁目住宅集会室 

  実 施 日：第 2日曜日 13:30～14:30 

21．サロン荒木田 

  実施会場：さくら館 地域交流ホール 

  実 施 日：第 4水曜日 13:00～15:00 

22．二の仲サロン 

  実施会場：町屋二丁目ひろば館 

  実 施 日：第 1火曜日 10:30～11:30 

23．実揚ふれあいサロン 

  実施会場：町屋実揚町会事務所 

  実 施 日：第 3木曜日 13:30～14:30 

24．SUN SUN カフェテリア 

  実施会場：町屋五丁目第 3アパート 

  実 施 日：不定期 11:30～13:00 

25．おいで・おいで宝船 

  実施会場：町屋八丁目アパート自治会室 

 全て中止 

 

 

 開催回数 2 回 

 参加延数 50 名 

 

 開催回数 8 回 

 参加延数 158 名 

 

 全て中止 

 

  

 全て中止 

 

  

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

開催回数 3 回 

 参加延数 52 名 

  

 全て中止 

 

 

 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 34 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  実 施 日：第 4金曜日 13:30～15:00 

 

〈 東尾久地区 〉  

26．サロン都立大学 

  実施会場：首都大学 学生食堂 

  実 施 日：第 1金曜日 14:30～15:30 

27．ビューハイツいきいきサロン 

  実施会場：町屋ビューハイツ集会室 

  実 施 日：曜日未定 13:30～14:30 

28．プラザ尾久橋 

  実施会場：尾久橋町会会館 

  実 施 日：第 3金曜日 14:00～15:00 

29．荒川コープカフェ 

  実施会場：熊まねき堂 

  実 施 日：第 2木曜日 13:30～15:00 

30．ドレミファ・サロン 

  実施会場：熊まねき堂 

  実 施 日：第 4月曜日 14:00～15:00 

 

〈 西尾久地区 〉  

31．あっぷる会 

  実施会場：あっぷる館 

  実 施 日：第 2木曜日 13:30～14:30 

32．尾久いきいきサロン 

  実施会場：尾久ふれあい館 

  実 施 日：偶数月第 3火曜 13:30～15:15 

⇒令和 2年度住民主体型に移行済 

33．西尾久ふれあい館 ふれあいカフェ 

  実施会場：西尾久ふれあい館 

  実 施 日：第 1,4 火曜日 10:00～11:45 

34．サロンひだまり 

  実施会場：サニーサイドイングリッシュカフェ 

  実 施 日：第 3月曜日 14:00～15:00 

35．サロン希望 

  実施会場：あらかわ希望の家 地下ホール 

  実 施 日：第 1水曜日 10:00～11:00 

36．ウルトラＧ☆７ 

  実施会場：西尾久七丁目本町会会館 

  実 施 日：第 1水曜日 11:30～13:00 

37．さくらサロン宮の前 

  実施会場：宮の前診療所 第二集会室 

  実 施 日：第 3水曜日 14:00～15:00 

38．カフェ倶楽部 

  実施会場：コスモステージ荒川遊園キッズルーム 

  実 施 日：第 2金曜日 13:30～15:00 

 

〈 東日暮里地区 〉  

39．東日暮里三丁目サロン 

  実施会場：東日暮里三丁目本町会事務所 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 72 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 1 回 

 参加延数 33 名 

 

 開催回数 9 回 

 参加延数 242 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 6 回 

 参加延数 337 名 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 43 名 

 

 全て中止 

 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  実 施 日：第 2月曜日 13:30～14:30 

40．四丁目なかよし会 

  実施会場：東日暮里四丁目町会会館 

  実 施 日：毎月 20 日前後 13:00～14:00 

41．日暮里寿サロン 

  実施会場：日暮里共成町会事務所 

  実 施 日：第 2火曜日 13:30～15:30 

42．うたごえパーク 

  実施会場：夕やけこやけふれあい館 

  実 施 日：第 1土曜日 10:00～11:30 

43．サロンかんかん森 

  実施会場：東日暮里一･二丁目町会会館 

  実 施 日：毎月 15 日前後 14:00～15:00 

44．うぇるかむ 

  実施会場：東日暮里ふれあい館 

  実 施 日：第 3木曜日 14:00～15:00 

45．サロン絆 

  実施会場：東日暮里六丁目町会会館 

  実 施 日：第 2水曜日 10:30～11:30 

46．六本サロン 

  実施会場：東日暮里六丁目本町会会館 

  実 施 日：第 4金曜日 14:00～14:30 

 

〈 西日暮里地区 〉  

47．日暮里ふれあいいきいきサロン 

  実施会場：日暮里中央町会会館 2 階 

  実 施 日：不定 15 日 13:00～15:00 

48．サロン冠新道 

  実施会場：三芳建設相談室（あらかわ文化村） 

  実 施 日：第 1水,第 4月曜 14:00～15:00 

49．サロン三河島 

  実施会場：プレジア西日暮里集会室 

  実 施 日：第 1木曜日 10:00～11:30 

50．サロン子の神 

  実施会場：ビスィクレート集会室 

  実 施 日：第 3火曜日 10:30～11:30 

51．サロン富士見坂 

  実施会場：諏訪台ひろば館 2 階 

  実 施 日：第 1金曜日 14:00～15:00 

52．サロン道灌山 

  実施会場：西日暮里五丁目町会会館 2階 

  実 施 日：第 4土曜日 14:00～15:00 

53．ラウンジクラブ 

  実施会場：ステーションプラザタワー 

  実 施 日：第 4水曜日 13:30～15:00 

54．ひまわりカフェ 

  実施会場：道灌山学園教育センター 

  実 施 日：第 3水曜日 13:30～14:30 

55．二丁目サロン 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 67 名 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 5 回 

 参加延数 103 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 2 回 

 参加延数 52 名 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 34 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  実施会場：西日暮里二丁目町会会館 

  実 施 日：第 2金曜日 14:00～15:00 

＜介護予防型（11 か所）開催 6か所 開催延数 78 回  

参加延数 1343 名＞ 

56.すまいるたうんふれあい亭 

  実施会場：南千住西部ひろば館 

  実 施 日：毎週水曜日 12：30～14：30 

57.楽らく会 

  実施会場：ホッとステーション 

  実 施 日：毎週火曜日･木曜日 12:30～16：00 

58.ふらっと♭サロン 

  実施会場：八百バレエ教室 

  実 施 日：毎週水曜日 10:30～12：00 

59.健康カフェ コミカレ 

  実施会場：荒川山吹ふれあい館 

  実 施 日：毎週水曜日 10:00～11：30 

60.健康粋活 しんあい倶楽部 

  実施会場：信愛のぞみの郷 

  実 施 日：毎週木曜 10：00～11：30 

61.アクト倶楽部 

  実施会場：アクト 21 

  実 施 日：毎週金曜日 10：00～11：30 

62.はな*はなクラブ 

  実施会場：東日暮里在宅高齢者通所 SC 

  実 施 日：毎週月曜日 13：30～15：00 

63.あおい会 

  実施会場：汐入町会事務所 

  実 施 日：毎週火曜 10：30～12：30 

64.レーベン・フィットネスクラブ 

  実施会場：まちや明生苑 

  実 施 日：毎週土曜日 

65.あおぞら健康くらぶ 

  実施会場：さくら館 1階地域交流ホール 

  実 施 日：第 1,3 金曜日 14：00～15：30 

66.サロン第二小 

  実施会場：第二日暮里小学校視聴覚室 

  実 施 日：14：00～15：30 

 

＜テーマ別（28 か所）開催 13 か所 開催延数 83 回 

                参加延数 1903 名＞ 

〈 区内震災避難者 〉  

67．ふるさとサロン 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 活動サロン 

  実 施 日：第 4金曜日 14:00～15:30 

〈 傾聴・交流 〉  

68．電話相談グループお茶のま 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 会議室 

  実 施 日：4～6月不定日 10:00～11:30 

69．サロン三ノ輪橋 

 

 

 

開催回数 23 回 

 参加延数 386 名 

 

 開催回数 21 回 

 参加延数 390 名 

 

 開催回数 5 回 

 参加延数 30 名 

 

開催回数 23 回 

 参加延数 412 名 

 

全て中止 

 

 

全て中止 

 

 

開催回数 3 回 

 参加延数 55 名 

 

開催回数 3 回 

 参加延数 70 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 

 

 

 開催回数 2 回 

 参加延数 61 名 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 活動サロン 

  実 施 日：第 2火曜日 13:30～14:30 

70．カフェ「結」 

  実施会場：日暮里市民サロン結 

  実 施 日：第 3火曜日 13:30～15:30 

〈 聴覚障がい 〉  

71．ふくろうの会 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 活動サロン 

  実 施 日：毎月 1回不定期 13:30～15:00 

〈 介護・認知症 〉  

72．男性介護者サロンＭ 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 活動サロン 

  実 施 日：奇数月第 2金曜 13:30～15:00 

73．介護者交流サロン「結」 

  実施会場：荒川山吹ふれあい館 

  実 施 日：第 3土曜日 13:00～15:00 

74．介護者交流サロン銀の杖 

  実施会場：荒川山吹ふれあい館 

  実 施 日：第 1土曜日 13:00～15:00 

75．Ｍカフェ～南６ 

  実施会場：南千住ふれあい館 

  実 施 日：第 3火曜日 13:30～14:30 

76．あら茶会 

  実施会場：花の木ハイム荒川 会議室 

  実 施 日：第 2火曜日 10:30～12:00 

 

〈 地域食堂 〉 ※主に高齢者対象の会食会 

77．汐入地域食堂 

  実施会場：汐入町会会館(汐入町会事務所) 

  実 施 日：第 4土曜日 17:00～19:00 

78．三ノ輪地域食堂 

  実施会場：都電カフェ 

  実 施 日：第 1水曜日 11:30～13:00 

79．あら！おみそしる 

  実施会場：峡田ふれあい館 

  実 施 日：未定  10:30～12:30 

 

〈 多世代地域食堂 〉 

80．地域食堂しずか 

  実施会場：【非公開】 

  実 施 日：第 4火曜日 17:00～19:00 

81．荒川やまぶきカレークラブ 

  実施会場：荒川山吹ふれあい館 

  実 施 日：第 3木曜日 17:00～19:00 

82．みんなの子ども食堂～縁～ 

  実施会場：グループリビンク縁 

  実 施 日：第 2,4 土曜 10:00～14:00 

83．タヴェルナ～小さな食堂～ 

  実施会場：デイサービス千恵の輪 

 

 全て中止 

 

 

  

 開催回数 6 回 

 参加延数 61 名 

 

 

 開催回数 3 回 

 参加延数 18 名 

 

 開催回数 4 回 

 参加延数 38 名 

 

 開催回数 5 回 

 参加延数 101 名 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 1 回 

 参加延数 10 名 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 全て中止 

 

 

 

 全て中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  実 施 日：第 2日曜日 11:00～13:00 

〈 だれでも 〉  

84．水曜カフェ 

  実施会場：七草の会事務所 他 

  実 施 日：毎週水曜日 12:00～15:00 

 

〈 ひきこもり 〉  

85．荒川たびだちの会 

  実施会場：ホッとステーション 

  実 施 日：第 4日曜日 13:30～16:30 

〈 不登校 〉  

86．ツナグバ・カタルバ 

  実施会場：こどもの居場所サザンクロス 

  実 施 日：不定期 12:00～14:00 

87．フリートークサロン☆Sophia 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 会議室 

  実 施 日：第 1土曜日 9:00～12:00 

〈 多文化 〉  

88．多言語パーク 

  実施会場：町屋ふれあい館 他 

  実 施 日：不定期 16:00～17:00 

〈 ひとり親 〉  

89．あらかわシングルマザーサロン 

  実施会場：荒川区社会福祉協議会 活動サロン 

  実 施 日：第 4土曜日 10:00～12:00 

〈 子ども食堂 〉  

90．東日暮里子ども食堂 

  実施会場：石井邸 

  実 施 日：第 2,4 金曜 17:30～20:00 

91．ななほしこども食堂 

  実施会場：あらかわ虹薬局隣 

  実 施 日：第 2木曜日 18:15～19:00 

92．みやまえの家 

  実施会場：【非公開】 

  実 施 日：第 1,3 金曜 17:00～20:00 

93．おやつ食堂・ふらっと♭ 

  実施会場：八百バレエ教室 

  実 施 日：第 2,4 日曜 13:30～16:30 

94.フロイデ～ふれあい食堂～ 

  実施会場：峡田ふれあい館 

  実 施 日：第 2,4 日曜 13:30～16:30 

   

＜子育て（2か所）開催 2か所 開催延数 33 回 

               参加延数 440 名＞ 

95．子育て喫茶汐たま 

  実施会場：けやき通り北七番館集会室 

  実 施 日：第 1火,第 3金曜 14:00～16:00 

96．サニーサイドベビーサロン 

  実施会場：サニーサイドイングリッシュカフェ 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 開催回数 11 回 

 参加延数 161 名 

 

  

 開催回数 1 回 

 参加延数 24 名 

 

開催回数 1 回 

参加延数 2 名 

 

 

 全て中止 

 

 

 

 開催回数 9 回 

 参加延数 376 名 

 

 

 開催回数 22 回 

 参加延数 884 名 

 

 全て中止 

 

 

 全て中止 

 

 

 開催回数 12 回 

 参加延数 57 名 

 

 開催回数 6 回 

 参加延数 110 名 

 

 

 

 

 開催回数 16 回 

 参加延数 156 名 

 

 開催回数 17 回 

 参加延数 284 名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  実 施 日：第 1,3 月曜日 11：00～12：00 

 

＜令和元年度に終了したサロン＞ 

2.すみれ会 

63.あおい会 

32.尾久いきいきサロン 

60.健康粋活 しんあい倶楽部 

61.アクト倶楽部 

 

 

 

3 月末終了 

9 月末終了 

12 月末終了 

12 月末終了 

12 月末終了 

ご近所おた

がいさま講

座 

外出困難な高齢者などの地域福祉課題を解決するた

めに、地域のたすけあいをテーマにボランティア講座を

実施する計画であったが、新型コロナウイルス感染症対

策のため中止した。 

新型コロナウイルス

感染症対策のため中止 

街歩き探検

隊 

※旧：「ユニ

バーサルウ

ォーク」 

小地域(対象となる小学校の通学路等の範囲程度)に
おいて、子育て中の共働き世代(親)や小学生を対象に、
障がいのある方など多様な住民とともに交流しながら
街を点検して歩く事業を実施する計画であったが、新型
コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

実施予定 
街歩き：5月 16 日(土) 

対象地域：生涯学習センター～ゆいの森あらかわ 

新型コロナウイルス
感染症対策のため中止 

地域懇談会 ふれあい粋・活サロンの世話人や関係機関等が、毎年

1 回集い、地域の見守り・支え合い活動の推進や、住民

間の関係強化に向けて情報交換や交流できる場を設け、

新たな地域課題や解決策、最新情報の提供等(世話人交

流会)を行う計画であったが、新型コロナウイルス感染

症対策のため中止した。 

新型コロナウイルス

感染症対策のため中止 

出前ふれあ

い相談 

 民生委員・児童委員や関係機関の協力のもと、ふれあ

い粋・活サロンなどの住民の集いの場において、住民自

身が意識していないことも含め、暮らしの中で不安なこ

と、どこに聞いたらよいのかわからないこと等を、呼び

水となる適切な情報提供によって気軽に相談できる場

をつくった。 

また、そうした活動によって掘り起こされる様々な困

りごとの解決に向け、行政、町会・自治会、地域団体、

NPO・ボランティア等との連携を図り、取り組んだ。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対

策としてサロンの多くが中止となったため、電話相談が

主な対応となった。 

 

おもちゃ図

書館 

子育て交流

サロン 

 

 

 

 

 

 

 

荒川おもち

ゃ図書館子

育て交流サ

ロン 

 乳幼児の親子を対象に、親子で楽しく遊び交流する場

を提供するとともに、情報の提供、相談、講習会などを

開催し、多世代のボランティアの参加を得て地域ぐるみ

で子育て支援を行うことを目的に実施した。また、授乳、

おむつ交換等ができるベビーステーションを設置し、親

子での外出中の立ち寄り場とし、外出の支援を行った。 

 
1．利用者の状況 

0 歳児：470 名  1 歳児：913 名  
2 歳児：318 名   3 歳児：230 名  
4 歳児：204 名   5 歳以上：155 名 
保護者：2,229 名   合計：4,519 名                                       

 
 
 
 
 
 
 
 
1.利用者数 4,519 名 
（内・障がいのある子ど
も利用数  105 名） 
（その他・一時預かり子 
ども利用数   44 名） 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
2．開館状況：毎週月曜日～土曜日（日曜日・祝日は休み） 
※新型コロナウイルスの感染症対策のため臨時休館 

令和 3年 4月 1日～5月 31 日                        
3．相談件数：95 件 
4．子育て情報の提供 掲示板・情報ラックによる提供
「荒川おもちゃ図書館子育て交流サロンニュース」 
2 か月に 1回発行、7月増刊号発行                     

5．避難訓練を実施。 
 
 
6． パパとママの子育て講座 
 
 
 
 
①「ベビーミュージック」10 回の予定だったが、新型コ 
 ロナウイルス感染症対策のため 4回の実施。 

地域で子育てしている親子によりよい子育て支援 
を行えるよう知識・技術の習得を図り、親子が楽しむ 
ことを目的として実施した。9 月 3日、10 月 1 日(1 日 2 回) 

②「ママとベビーのヨガ講座」5 回の予定だったが、新
型コロナウイルス感染症対策のため 2回の実施。 
9 月 15 日、10 月 20 日  

 
③「発達に心配のある子や障害のある子とそのご家族の 

ためのヨガ」8回の予定だったが、新型コロナウイル 
ス感染症対策のため 5回の実施。 

地域で子育てしている障がいや発達に心配のある 
子のご家族をリフレッシュ・リラックスさせ心身の健 
康を促進する。また、子どもとのコミュニケーション 
をとることで絆を深めていくことを目的に実施した。 

9 月 31 日、10 月 17 日、11 月 25 日、1月 30 日、 
2 月 20 日 

 
7.一時預かり 

新型コロナウイルス感染症対策のため 8月まで休止。
9月から毎週月曜日 1回 2名の預かりで再開。 

 
8.アクロスあらかわおもちゃ図書館子育て交流サロン 

荒川おもちゃ図書館子育て交流サロンの出張ひろばと 
して実施。新型コロナウイルス感染症対策のため、会場
を特別養護老人ホームおたけの郷から、荒川区立障害者
福祉会館アクロスあらかわに変更し、10 月から毎週水曜
日に予約制で実施した。 
 
9.出張ひろばママとベビーのヨガ講座 

8 回の実施予定だったが、新型コロナウイルス感染症
対策のため 1回の実施。 

3 月 3 日 
 

・おもちゃの貸出件数  
1,514 点   

・ボランティア人数 
430 名 
 

2.開館日数 244 日 
 
 
3.相談件数 95 件 
 
 
 
5.火災：10 月 19 日 

地震： 2 月 1 日 
 
6.①②③講座数 12 回 
講座参加数合計 61 名 
子ども    31 名 
大人     30 名 

        
①ミュージック 4回 
子ども 21 名 
大人 20 名 

合計 41 名 
 
②ヨガ 2回 
子ども 10 名 
大人 10 名 
       合計 20 名 
③障ヨガ 5回 

参加者なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.毎週月曜日  

2 時間×26 回／44 名 
 
 
8.利用者数  

子ども       46 名 
   大人         41 名 

合計        87 名 
  開館        19 回 

ボランティア 49 名 
 
9.出張ひろばママとベ
ビーのヨガ講座 
子ども 4名 大人 4名 

合計 8名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

10.アロマハンドタッチングケア 
8 回の実施予定だったが、新型コロナウイルス感染症

対策のため中止。 
 
11.職員研修 

①子育て交流サロン会議 
 
②子育てひろば職員研修 
③上級救命講習 

10.アロマハンドタッチ
ングケア 中止 
 
 
11.職員研修 
①5月22日    1名 
 10月26日    1名 
②参加なし 
③参加なし 

汐入おもち

ゃ図書館子

育て交流サ

ロン 

 

 べるぽうと汐入商店街のテナントを利用し、子育て世

帯を対象に、乳幼児の親子がおもちゃを通して、楽しく

遊び交流する場を提供するとともに、地域の子育てに関

する情報の提供や相談を行った。また、授乳、おむつ交

換等ができるベビーステーションを設置し、親子の外出

中の立ち寄り場として提供した。 

 

1.利用者の状況                              

0 歳児：684 名   1 歳児：780 名  

2 歳児：521 名   3 歳児：257 名  

4 歳児：142 名   5 歳児以上：176 名 

保護者：2,469 名  合計：5,029 名     

2.開館状況：毎週火～日曜日(月曜日・祝日は休み)                 

※新型コロナウイルス感染症対策のため臨時休館 

令和 2年 4月 1日（水）～5月 31 日（日）        

3.相談件数：80 件 

4.一時預かり 毎週水曜日 

5.お話し会  毎月第 2土曜日 

6.ベビーミュージック 3 回 

 9 月 10 日、11 月 12 日、3月 11 日 

7.出張ひろば：24 回 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、会場を「シャ

レースイスミニ」から、「諏訪台ひろば館」に変更し、 

10 月から毎週水曜日に予約制で実施。 

8.職員研修 

①上級救命再講習 

 

 

 

 

 

 

 

1.利用者数  5,029 名 

（その他・一時預かり子

ども利用数 58 名） 

 

 

2.開館日数 234 日 

 

 

3.80 件 

4.28 回／58 名 

5.中止 

6.3 回  

子ども 25 名 大人 25 名 

7.開館 24 回 

利用者数 78 名 

子ども 42 名 

大人  36 名 

8.① 8 月 19 日 2 名 

 

おぐぎんざ

おもちゃ図

書館子育て

交流サロン 

おぐぎんざ商店街の中にあることで、気軽に参加で
き、多くの子育て中の親子が参加し、おもちゃを通して、
楽しく遊び交流する場を提供するとともに、子育てに関
する情報の提供や相談を行った。また、授乳、おむつ交
換等ができるベビーステーションを設置し、親子の外出
中の立ち寄り場として提供した。 
 
1.利用者の状況                              

0 歳児：1143 名   1 歳児：1,134 名  
2 歳児：443 名    3 歳児： 294 名  
4 歳児：140 名    5 歳児以上：114 名 
保護者：2,990 名  合計：6,258 名 

2 開館状況：月曜日～土曜日(日曜日・祝日はお休み)  
※新型コロナウイルス感染症対策のため臨時休館 

令和 2年 4月 1日（水）～5月 31 日（日）         
3．相談件数：1,143 件 
4．一時預かり 毎週木曜  

 
 
 
 
 
 
 
1.利用者数 6,258 名 
（その他・一時預かり子
ども利用数 105 名） 
ボランティア 7名 
 
2.開館日数 245 日  
 
 
3. 1,143 件 
4. 29 回／105 名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

5.ふらっと 子育て交流サロン 
おぐぎんざおもちゃ図書館子育て交流サロンの出張

ひろばを会場として毎週火曜日に実施。 
 
6.職員研修 

新型コロナウイルス感染症対策のため実施なし。 

5.開館 39 回 
利用者数 774 名 
子ども 398 名 
大人   376 名 

6.実施なし 
 

子育てボラ

ンティア養

成講座 

 様々な世代のボランティアが、おもちゃ図書館子育て

交流サロン等の活動に参加し、一人ひとりの違いを認め

合い、安心して子育てができる地域ぐるみの子育て支援

を行った。 

 おもちゃ図書館子育て交流サロンを利用する乳幼児

親子から、特別養護老人ホームに入所する利用者へメッ

セージを送るボランティア活動等を行った。 

 

 

おもちゃ図

書館ボラン

ティアの受

入 

 地域の小・中・高校生や大学生、一般、高齢者、障が

いのある方等、様々な方をボランティアとして受け入

れ、乳幼児や障がいのある子ども達との交流を図り、心

のバリアフリーが育つ場づくりをした。 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、子どもと遊ぶ

ボランティアは年間通じて中止し、おもちゃ病院・手作

りおもちゃ・消毒等のボランティア活動を実施した。 

ボランティア 486 名 

おもちゃ図

書館ボラン

ティア交流

会の実施 

ボランティア同士の交流と情報の共有を図るために

新型コロナウイルス感染症対策のため集合しての交流

会は見送り、ボランティアの方々へおもちゃ図書館子育

て交流サロン利用者である乳幼児親子からのメッセー

ジカード等をお渡しする形で実施。 

 

 

キッズとベ

ビーのわく

わくフェス

タの開催 

新型コロナウイルスの影響で会場を借りてのフェス

タは行わず、YouTube の生配信で 3館の紹介を行った 

 

11 月 14 日 

 

子育て交流

サロン 

 商店街、民生委員・児童委員、主任児童委員、教育機

関、ボランティアなどと協働でおもちゃ図書館子育て交

流サロンを開館し、子育て支援をすることで、次世代を

担う子ども達の健やかな成長を図る。 

 

汐たま 子育て喫茶汐たま 

毎月第 1火曜日、第 3金曜日 午後 2時～午後 4時 

毎月合計 2回、けやき通り北七番館集会室で実施。 

※新型コロナウイルスの感染症対策のため４～6 月休

止。7月から予約制で再開。 

開催回数 16 回 

参加延数 104 名 

※利用者のみの人数の

ため粋・活サロンの参加

延数とは異なる。 

サニーサイ

ドベビーサ

ロン 

サニーサイドベビーサロン 

毎月第 1・第 3月曜日 午前 11 時～午後 12 時 

毎月合計 2回、サニーサイドイングリッシュカフェで実施  

※新型コロナウイルスの感染症対策のため 4～6 月休

止。7月から予約制で再開。 

開催回数 17 回 

参加延数 250 名 

※利用者のみの人数の

ため粋・活サロンの参加

延数とは異なる。 

ひとり親家

庭交流事業 

ひとり親家

庭親子ふれ

あいレクリエ

ーション 

生活や仕事に追われ、レクリエーションの機会が不足
しがちなひとり親家庭の親子を対象に、親子で楽しめる
交流会等のレクリエーションを開催する。荒川区内の子
どもの居場所や子ども食堂、シングルマザーサロンなど
の活動を紹介、参加のきっかけづくりをし、地域から孤

新型コロナウイルス感
染症対策のため中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

立しないように支援をする計画であったが、新型コロナ
ウイルス感染症対策のため中止した。 

長寿慶祝の

会 

長寿慶祝の

会 

長年にわたり地域社会のために貢献してきた高齢者

に対して、感謝と長寿のお祝いの気持ちを表すことを目

的に、75 歳以上の高齢者を招待して長寿慶祝の会を開催

する計画であったが、新型コロナウイルス感染症対策の

ため中止した。 

日程：9月 21 日(月) 

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止。 

 

ひとり暮ら

し高齢者支

援事業 

  ひとり暮らし高齢者等の孤独感の解消、安否の確認を

するとともに、地域の高齢者や障がいのある方が抱えて

いるニーズを把握することを目的に実施した。 

通年 

ふれあい電

話事業 

＜ふれあい電話事業＞ 

・ふれあい電話担当者 10 名（5グループ） 

・対象者 90 名（年度末）（延）1,000 名 

・交信完了回数 4,652 件 

・交信不能回数 1,100 件 

＜ふれあい電話担当者連絡会＞ 

 毎月 1回ふれあい電話担当者連絡会を開催し、対象者 

 の状況について情報交換とケース検討を実施した。 

新型コロナウイルス感染症対策のため 4月、5月、6月 

12 月、1月は中止した。 

 

対象者数 90 名（年度末） 

新規 35 名 

終了 14 名 

 

 

7 回実施 

 

ふれあい電

話事業 

～対象者交

流会～ 

 日頃、電話で会話している相談員と顔を合わせる機会

を提供するとともに、地域のボランティアや対象者相互

の交流を目的に実施する計画であったが、新型コロナウ

イルス感染症対策のため中止した。 

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止 

傾聴ボラン

ティア活動

推進事業 

 ひとり暮らし高齢者等を訪問し、安否確認や孤独感の

解消を行っている傾聴ボランティアのコーディネート

をするとともに、ボランティアグループダンボの会の活

動の支援を行った。新型コロナウイルス感染症対策のた

め、対面による訪問活動については、ボランティアおよ

び利用者共に高齢者が多いため、訪問活動を見合わせ、

令和 3年 3月から短時間での訪問活動を一部再開した。 

 代替活動として、以下の活動を実施した。 

・月 1回の利用者へのハガキ送付。 

・定例会中の電話による傾聴活動。 

月1回の定例会実施に加え新しい活動の在り方を模索

する活動として、以下を実施した。 

・11 月 19 日 Zoom を活用した講演会。 

・12 月 24 日 スマホを活用した Zoom 勉強会。 

利用者延数 747 名 

活動回数   64 件 

（※訪問及び電話） 

代替活動延数 349 件 

 

世代間交流

事業 

 ひとり暮らしの高齢者や、日中独居の高齢者等に、区内

の小中高生が年賀状を作成し送る活動をし、両者の心の

交流を図ることを目的に実施した。 

対象者数 

 75 歳以上の高齢者みまもりネットワーク事業登録者 

 4,603 名 

12 月 

作成送付数 4,700 枚 

協力校     27 校 

(小学校19校中学校7校 

 都立高校 1校) 

 

重度障がい

児者レクリ

エーション

  社会参加と交流を目的に、身障手帳 1～2 級、愛の手

帳 1～3度、精神保健福祉手帳 1～2級の障がいのある方

を対象にレクリエーションの機会を提供した。 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

事業 実施事業名：「知ろう！あらかわ☆おもしろクイズで区

内めぐり」 

新型コロナウイルス感染症対策のため、例年実施して

いた会食ではなく、「３密を避け、個別に区内を巡り、ク

イズに答えてギフトセットに応募」という新たな形でレ

クリエーションを行った。事業実施にあたり、区内 10 か

所の福祉作業所とコラボレーションし、商品提供と梱

包・ラッピング作業をお願いした。また、今回の企画を

通じ、コロナ不況に立ち向かう福祉作業所を応援しつ

つ、区内福祉作業所の優良な製品を知る機会提供という

側面も持たせた。 

実施期間 

12 月 1 日～1月 21 日 

応募者数：173 名 

 

引換期間 

2 月 8 日～2月 13 日 

当選者数：169 名 

地域福祉啓

発事業 

地域福祉啓

発事業 

広報事業 

 第三期あらかわ粋・活計画に基づき、各種事業を推進

した。 

 

 

「心のバリア

フリー学習

(福祉教育)」

の推進 

 ボランティア活動への取り組み・心のバリアフリー学

習を行う学校・各団体、社会人、企業等を対象に相談支

援、情報の提供、学習会・授業への講師派遣及びプログ

ラム提供を行うなどのことを、アクロスあらかわや福祉

施設及び当事者団体等と連携して実施した。より良い講

座になるよう当事者団体等からの講師派遣やプログラ

ムの検討を協働で進めた。 

また、講師としてご協力いただく当事者団体を対象に

福祉教育への理解を深める勉強会を開催する計画であ

ったが、新型コロナウイルス感染症対策のため中止し

た。 

 

4 月に各学校へ心のバリアフリーに関するパンフレット

を配布。 

★幼・小・中・高校生向け 

① 8 月 27 日  第二峡田小学校 4 年生 49 名  

福祉教育実施（車いす） 

② 8 月 28 日 第二峡田小学校 4 年生 49 名  

福祉教育実施（視力） 

③ 9 月 17 日 第二峡田小学校 4 年生 49 名  

福祉教育実施（交流） 

④ 11 月 24 日 峡田小学校 4 年生 71 名  

福祉教育実施（聴覚） 

⑤ 11 月 27 日 瑞光小学校 4 年生 95 名  

福祉教育実施（聴覚） 

⑥ 12 月 1 日 峡田小学校 4 年生 71 名  

      福祉教育実施（視覚） 

⑦ 12 月 7 日 瑞光小学校 4 年生 95 名  

      福祉教育実施（視覚） 

⑧ 12 月 8 日 瑞光小学校 4 年生 95 名  

      福祉教育実施（車いす） 

⑨ 1 月 29 日 尾久幼稚園 4 歳、5歳 38 名   

    福祉教育実施（聴覚） 

⑩ 1 月 29 日 荒川工業高校 3 年生 7名 

              JCN 災害教育 

通年 

幼稚園・小中高校 16 回  

  

大学生・社会人 12 回 

 

延べ参加人数（大学生向

け ZOOM 講義を除く）

1134 名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

⑪ 2 月 3 日 汐入小学校 3 年生 111 名  

福祉教育実施（聴覚） 

⑫ 2 月 9 日 第七中学校 2 年生 83 名  

福祉教育実施（ZOOM：肢体・手話・視覚・

講話） 

⑬ 2 月 18 日 汐入小学校 3 年生 111 名  

福祉教育実施（視覚） 

⑭ 2 月 22 日 第五峡田小学校 4 年生 95 名 

視覚障害者理解 点字体験 

⑮ 2 月 25 日 第二瑞光小学校 5 年生 33 名 

高齢者理解 疑似体験等 

⑯ 3 月 12 日 尾久第二幼稚園 4、5 歳 30 名 

手話体験 

 

★大学生向け 

① 6 月 19 日 帝京科学大学にて「障害者支援のコツ」  

ZOOM 講義 

② 11 月 17 日 帝京科学大学にて「障害者施設の実際」   

       ZOOM 講義 

 

★社会人向け 

①～⑩いきいきボランティア説明会  

4 月～2 月  全 10 回（内 2 回は新型コロナウイルス感

染症対策のため中止） 

会場：荒川区役所会議室  65 歳以上希望者 52 名 

「ボランティアの心得」 

地域住民協

働・支え合い

事業 

ふれあい協

力店事業 

商店街、飲食店、理容美容店などに、地域福祉活動の

担い手として協力いただけるお店を「ふれあい協力店」

として登録し、福祉情報の提供、見守り活動、相談の窓

口、たんぽぽ募金箱設置等の活動を進めることで、「福

祉の街づくり」における情報拠点として連携を図った。 

ふれあい協力店登録数 

       112 件 

地域行事支

援事業 

様々な団体等が実施する行事への企画、参加、コーデ

ィネート支援を行う計画であったが、新型コロナウイル

ス感染症対策のため地域行事等がほぼ中止となった。 

①川の手荒川まつり 

②心身障害児者福祉連合会大運動会(荒川総合スポーツ

センター) 

③介護フェア`20(アクロスあらかわ) 

④ひと・もの・くらし～あらかわ再発見～ 

東京荒川ライオンズクラブと共催で障がい者福祉の 

推進を図る計画であったが、新型コロナウイルス感染 

症対策のため中止となった。 

①ライオンズ教養講座 全 7回  アクロスあらかわ 

②「福祉レクリエーション」  生涯学習センター 

③「想い出のクリスマス会」ホテルラングウッド 

④「想い出の成人式」サンパールあらかわ末広の間 

⑤荒川区・北区合同 5クラブ主催「福祉ボウリング大会」 

会場：王子サンスクエアボウル 

新型コロナウイルス感

染症対策のため 

 

①  中止 

②  中止 

 

③  中止 

④  展示に協力 

 

 

 

①～⑤  

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止 

あらかわ福   多くの方々に地域福祉活動への関心をもっていただ ■イベント延参加数 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

祉まつり事

業 

き、参加のきっかけづくりの場を創出した。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、

リモートイベントや街歩きスタンプラリーなどを中心

に 11 月 9 日～11 月 14 日に「あらかわどこでも福祉フェ

スタ」を開催した。 

・街なかスタンプラリ

ー総参加者数 159 人 

 総スタンプ数 430 個 

/5 つ達成者数 132 人 

・福祉クイズ     

応募者数 410 人 

・特設ホームページ   

閲 覧 数 1,326 回

（10/29～11/14） 

・YouTube 配信 

総 閲 覧 数 1,546 回

（11/14～11/25）            

■協力施設・団体数 

35 団体 

※スタンプラリー拠点

参加など 
福祉のしご

と面接・相談

会事業 

  荒川区、東京都福祉人材センター、ハローワーク等と

連携を図り、福祉に関わる求人を行う区内事業所と福祉

のしごとに興味がある方の橋渡しの機会を設け、就労及

び人材確保の支援を行った。 

11 月 27 日 

日暮里サニーホール 

参加事業者 24 事業所 

参加者 42 名 

採用者  4 名 

その他の地

域福祉事業 

 

 

 

 

 

ハンディキ

ャブ・あやと

り号運行事

業 

 障がいのある方の社会参加を促進することを目的に、

福祉車両の貸出しをする。 

 

通年 

貸出延件数 38 件 

走行延距離 3,383km 

ハート号事

業（車両の貸

出事業） 

 民間福祉作業所、NPO 法人等の日常活動の充実や事業

推進のために、車両（ひらりちゃん号等）の貸出しをす

る。 

通年 

貸出延件数 14 件 

走行延距離 294 ㎞ 

当事者団体・

民間施設等

への支援事

業 

・介護者団体の活動の推進テーマ別サロンを実施すると

ともに会場の貸出や情報提供などの支援を行った。 

・ひきこもりの状況にある家族が交流・情報交換ができ

る場づくりと啓発のための講座の実施への支援を行っ

た。 

・支援民間施設、NPO 法人、ボランティア団体等へ、ボ

ランティアの派遣、助成金申請などの相談支援を行っ

た。 

・あらかわモデル創造事業の取り組みによる支援とアト

ミジャパン福祉助成を行った。 

 対象団体 

育児応援団ぽかぽかたんぽぽの会 

  子ども食堂サザンクロス 

  こどもの居場所 in まちや 

  特定非営利活動法人あした場 

  多言語パーク 

  一般社団法人あじーる 

  一般社団法人三陸ひとつなぎ支援学校 

  特定非営利活動法人障がい者自立センター 

  おもちゃの図書館全国連絡会 

  多文化共生センター東京 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

  子ども村ホッとステーション 

  NPO 法人 sayasaya 

  荒川たびだちの会 

  あらかわ子ども応援ネットワーク 

リサイクル

事業 

 区より再生可能な放置自転車を無償で譲りうけ、民間

の障がい者施設並びに荒川区自転車商小売組合連合会

が協働して点検整備等を行い販売した。 

協力施設：ワークハウス荒川・荒川ひまわり作業所 

     作業所ボンエルフ・あさがお福祉作業所 

販売台数 

毎月 40 台 

〈年間台数〉480 台 

介護フェア 

2020 の共催 

生活に役立つ介護用品や自助具などのバリアフリー

用具の展示、情報提供をすることで、高齢者、障がい者

福祉の推進を図ることを目的に、荒川区介護サービス事

業者連絡協議会と共催の予定であったが新型コロナウ

イルス感染症対策のため中止となった。 

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止 

フードバン

ク DAY の実

施 

フードバンク団体と協働し、生活困窮者に食糧の提供

ならびに相談支援を行う。また、広く区民に家庭で眠っ

ている食材等の提供を呼びかけ、地域ぐるみで支援を行

う、「フードバンク DAY」を実施する予定であったが、新

型コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

イベントとしては行な

わず日常的に実施 

区内避難者

孤立化防止

事業 

  東日本大震災により荒川区内に避難している被災者

の孤立化を防ぎ、早期の相談に応じられるようにつなが

りづくりを行い、安心して避難生活ができるように支援

活動を行う。新型コロナウイルス感染症対策のため、多

くの活動が変更・中止とせざるを得なかった。 

 

 

 

 

 

1.避難者交流会の開催～ミニサロンの実施 

  毎月第 4 金曜日 14 時～15 時半に社協内のボランティ

ア活動サロンで開催を予定していたが、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため形を変えて実施。スペースの広い

外部の会場で 2 回実施。1 回目は会話を極力少なくする

ため、コンサートを聴く機会とした。 

 

 

2.コーディネーター・相談員による戸別訪問の実施 

 直接の訪問を避けるため、子育て世帯は電話やメール

での訪問を中心とした。高齢者世帯、要介護者のいる世

帯など状況変化が心配な世帯には、状況に応じて週 1回

程度の戸別訪問を行った。 

 

 

3.各種情報の提供～地方紙の回覧・絆(お知らせ)の発

行・各種情報の提供 

 

 

 

3 月末現在 

社協で把握している総

数 17 世帯 38 人 

属性  

後期高齢者 6人、うち認

知症高齢者 1人  

障がい者 1人  

家族介護者 1人  

児童 8人 

 

1. 

1 回目 10 月 30 日、サ

ンパール荒川小ホール 

参加総数 32 人 

2 回目 3 月 26 日、サン

パール荒川第 5・6 集会

室、参加総数 32 人 

 

2. 

非常勤コーディネータ

ー1人（介護福祉士資格

あり） 

訪問実績 89 世帯 155

人、延べ 226 世帯 364 人 

 

3. 

復興釜石新聞の定期購

読 

ほぼ毎月お知らせの発

行 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

4.各種相談会の開催 

 個別に相談対応。サロンでは被災県の避難者支援担当

者も参加し相談にのった。 

 

5.ボランティア等の派遣 

 サロンでの送迎、支援物品の配達、傾聴のボランティ

アが参加 

  

6.広域避難者ミーティングへの参加 

 オンラインテレビ会議システム zoom により参加 

 

 

 

7.その他 

 マスコミの取材 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 

4 月 9 日、8月 13 日、 

9 月 10 日、10 月 8 日、

12 月 10 日、3月 6日 

 

7. 

NHK WORLD NEWSLINE 

（3 月 11 日放送） 

被災地支援

事業 

  自然災害等の被災地に対し、状況に応じての職員の派

遣を行う計画であったが新型コロナウイルス感染症対

策のため派遣は中止した。 

区民や地域団体、ボランティア団体・企業等と協働し、

様々な支援活動を行った。 

 

 JCN（東日本大震災支援全国ネットワーク）と共催し、

東日本大震災時、小中学生であった被災当事者の方に、

震災発生時の様子、被災後 10 年の生活について、中高

生に向けて講話を実施した。 

 

令和 2年 7月豪雨災害発生後、19 か所に募金箱を設置 

し、支援金・義援金を集めた。 

 

 

 

 

 

 

JCN 共催講座 

1 月 24 日 

参加者数 21 名 

 

 

募金総額 183,586 円 

法外援護事

業 

  災害･病気･その他の不測の事態に遭遇した要保護世

帯等に、一時的に金銭等の緊急援護を実施する。 

（※区との連携事業） 

257 件 
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 ３．ボランティア活動推進事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

ボランティ

アセンター

事業 

  荒川区内における幅広いボランティア・市民活動、地

域活動の拡充推進を図り、誰もが安心して暮らし続けら

れる街づくりを目指して、様々な立場で活動をする

方々、団体の情報交換、連携、協働の場をつくる中間支

援機関としての役割を果たした。 

また、協働を生み出す情報提供やコーディネート機能

を強化充実させ、荒川区内のボランティア･地域活動・

NPO 活動、住民との協働を促進する。 

 

ボランティ

ア活動紹介

コーディネ

ート 

 コロナ禍の状況に配慮しながらも、ボランティア活動

を行いたいと希望する方々に、ボランティア活動の相談

並びに紹介、ボランティア保険の加入手続き等を行っ

た。 

ボランティア希望相談    

577 件 

学校ボランティア相談      

29 件 

活動上の相談  100 件 

ボランティ

ア募集のコ

ーディネー

ト 

 コロナ禍の状況に配慮しながらも、ボランティアをし

たいと希望する方、ボランティアを必要とする方や、施

設等のコーディネート実施した。 

ボランティア募集相談    

173 件 

コーディネート件数 

       1,017 件 

連絡調整回数 5,772 件 

収集ボラン

ティア活動

支援 

 身近なボランティア活動として、以下の収集ボランテ

ィア活動を支援する。 

①使用済切手 ②書き損じはがき ③ペットボトルキ

ャップ④入れ歯（金属使用）⑤本・CD ⑥インクカート

リッジなど 

 

ボランティ

ア活動サロ

ンの運営事

業 

  ボランティア活動についての情報提供と機器貸し出

し、活動室など貸し出しによる活動の促進並びにボラン

ティア同士の交流を目的に実施。 

★機器等の貸出内容：活動室、ロッカー、パソコン、印

刷機（2 色機）、フルカラーの印刷機、紙折り機、拡大

機、プロジェクター、スクリーン、ラミネーター、福祉

教育用器材等 

通年  

・活動サロン 

貸出利用回数   193 件 

・リソグラフ印刷機   

25 件（総数 12,002 枚） 

・オルフィス印刷機 

33 件（総数 16,770 枚） 

・ステープル  121 部       

・大型拡大コピー 6 件 

・高齢者擬似体験キット 

 7 件 

・ラミネートフィルム 

69 枚 

ボランティ

ア保険加入

事業 

  ボランティア活動の環境整備をするために、ボランテ

ィア保険の加入手続きを行った。 

また、連絡先等の情報を登録されたボランティア、ボ

ランティアグループには、ボランティア保険の掛金の助

成をした。（助成＠150×2,000 名まで） 

保険加入者総数     

2,871 名 

内補助対象者数 

1,075 名 

地域活動サ

ロン「ふらっ

と .フ ラ ッ

ト」（ボラン

ティアセン

  団塊世代の方々の力を地域で活かし、地域デビューが

できるように多様な地域活動のコーディネート、区民と

一緒に新たな地域活動プログラムを創設した。 

 生涯学習などに取り組んでいる方々に地域活動への

参加を呼びかけ、ボランティア人口を増やすとともに、
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

ター分室）運

営事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉という分野だけではなく、環境、国際、文化、

スポーツなど、より幅の広い豊かな地域活動プログラム

を推進した。 

交流サロン

事業 

 ふらっと立ち寄り情報を得る場やグループミーティ

ングの場として利用できる場を提供した。 

 

年間利用者 

（延）2,815 名  

ふらっとパ

ートナー事

業 

 地域の住民サポーターの手で様々な企画・サロン活

動・講座などが自主的に開催された。これらの活動をさ

らに発展させるために、その企画の支援を行い、多くの

方々の参加を促進させた。 

6 月 9 日、7月 14 日、 

8 月 11 日、9月 8日、 

10 月 13 日、11 月 10 日、

12 月 8 日、1月 12 日、 

2 月 9 日、3月 9日 

 (延) 33 名参加 

地域活動入

門講座 

 団塊世代、社会人でこれから地域活動、市民活動、ボ

ランティア活動を始める方を対象に、具体的な活動につ

ながるように活動プログラムの情報提供と活動へのサ

ポートをする講座を実施した。 

 

7 月 18 日ヤングケアラーって知っていますか？ 

8 月 7 日 Zoom 上映会「ヤングケアラーって知っていま

すか？」 

8 月 13 日上映会「ヤングケアラーって知っています

か？」 

12月 19日子育て中でも親子でもまめまめボランティア 

(延) 32 名参加 

ユニーク・ア

イ 

 地域に暮らすユニークな生き方をしている方々をゲ

ストに迎え、その「生き方」「活き方」を聴くことで、

多様な価値観があることを知る機会とした。多世代のゲ

ストをお招きした。 

 

10 月 10 日、24 日「場」を開く！  

11 月 14 日 Special「川と南千住に出会う、森田さんと

バーチャルツアー」 

12 月 2 日 Zoom 上映会 Special「川と南千住に出会う、

森田さんとバーチャルツアー」 

12 月 3 日上映会 Special「川と南千住に出会う、森田さ

んとバーチャルツアー」 

(延) 57 名参加 

ワークショ

ップ 

様々な体験を通して、多様な地域活動の可能性を考え

る機会とした。 

 

9 月 16 日まっくら闇のトークサロン 

1 月 20 日清掃のプロとやってみよう！正しい除菌方法 

2 月 13 日へいへい教えて！楽しくて盛り上がる絵本よ

みきかせ 1回目 

2 月 15 日へいへい教えて！楽しくて盛り上がる絵本よ

みきかせ 2回目 

(延)50 名参加 

ふらっと交

流会 

講座や自主講座の講師や参加者、交流スペース利用者

など、あらかわ地域活動サロンふらっと.フラットに関

わる方が一堂に会し、各々の活動について情報交換や交

流を行う会を実施した。 

サンパール荒川 小ホー

ル 

3 月 26 日 

参加者 52 名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

共同企画講

座 

ボランティアセンター主催の「サマーボランティアス

クール」や地域の団体と共同して企画した講座を実施し

た。 

 

8 月 8 日～31 日サマーボランティアスクール 2020「さ

わって楽しい絵本カードづくり」 

2 月 26 日～3 月 26 日さわって楽しい絵本カードづくり

続編 

(延) 35 名参加 

ボランティ

ア自主講座

支援 

 

 

 

 

 

 

回想法活動

支援 

ボランティア講師として地域の方々が主催する講座

のスペース提供や告知支援を行った。 

 

14 講座（フラット英会話、アクセサリーde カフェ、指

笛･草笛教室、ソラシド教室、♭.♭ウクレレ倶楽部、折

り紙教室、音読を楽しむ、いけ花（龍生派）、大正琴教

室、絵本の読み聞かせと劇遊び、折り紙、フラワーアレ

ンジメント、絵手紙、押花教室） 

 

高齢者の介護予防に資する“回想法（思い出語り）”

を区内で広めるため、首都大学東京健康福祉学部と連携

し、アーカイブボランティア「思い出あらかわ」等の活

動支援を行った。 

14 講座 

(延)120 回開催 

(延)631 名参加 

 

 

 

 

 

 

定例会 12 回 

回想法実施 2 回 

リーダー養成講座 1回 

 (延)220 名参加 

ボランティ

ア情報の提

供 

  ボランティア活動への関心を高め、地域福祉活動への

参加を呼びかけるために、情報誌、社協だより、情報ラ

ック、ウェブサイト等を通して様々なボランティア･福

祉情報を提供した。 

 

「あらんて

あ」の発行  

 荒川区内外のボランティア活動に関する情報を掲載

し、ボランティアの協力を得て、広く区民に情報提供し、

ボランティア活動の推進を図った(毎月 1 回発行、区補

助事業)。 

毎月 4,500 部を発行 

810 箇所に配布 

年間 54,000 部 

「こどもあ

らんてあ」の

発行  

小学生の子ども達を対象に、ボランティア活動に関す

る情報や、ボランティア体験の機会を提供する。年間 4

回の発行予定であったが新型コロナウイルスの感染拡

大による休校に伴い年 3回の発行となった。8月、11 月、

3 月に 9,662 部ずつ発行、1 回につき 56 箇所に配布し

た。 

年 3回発行 

年間 28,986 部 

メールなど

によるボラ

ンティア募

集情報の提

供 

連絡先を提供いただいたボランティアに対し適宜、メ

ール等でボランティア募集情報を個人に届く形で送り、

活動へのモチベーションを持続させ、活動参加の促進を

促した。 

 

ネットワー

クづくり 

 

 

 

 

 

 

 

  地域で様々なボランティア活動をしている方、グルー

プ、NPO 法人、ボランティアを受け入れている高齢者施

設、障がい者施設、障がい者団体等の当事者団体が出会

い、交流を促進した。 

 

ボランティ

ア受入施設・

団体連絡会

＆施設職員

等のための

 ボランティアの受け入れをしている福祉施設、団体、

NPO、行政各部署などに対し、ボランティア受け入れに

ついての情報交換とネットワーク構築をし、ボランティ

アセンターとして、ボランティアの受け入れ状況や情報

の入手などを図ることを目的として実施する計画であ

新型コロナウイルス感染

症対策のため中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティ

ア受け入れ

講座 

ったが、新型コロナウイルス感染症対策のため中止し

た。 

子育て支援

ネットワー

ク事業 

 区内で子どもに関わる活動をする福祉団体、ボランテ

ィア団体、NPO 法人、当事者団体、生涯学習団体、区の

関係機関などとの情報交換等を実施し、ネットワークを

構築し、地域ぐるみで子育て支援を行った。 

 

あらかわ子

ども応援ネ

ットワーク

の支援 

 

「あらかわ子ども応援ネットワーク」は、“地域社会で

子どもの健全な成長を支える“ことを目的とし「子ども

の居場所」「子ども食堂」「シングルマザーサポートネッ

トワーク」「不登校支援ネットワーク」など、孤立した

子どもや親達を支援するボランティア団体と支援団体、

大学、行政、社協等が協働で取り組むネットワークであ

り、2017 年 11 月に発足し、2020 年度には参加団体は 

30 団体程度となっている。この間、荒川ボランティア

センターが事務局となり、連絡調整や情報共有、共通課

題を話し合う会議の開催、寄付の受付と配分を実施して

きた。 

 3 年が経過する中で、支援対象児童の成長や社会情勢

の変化、関わる団体の多様化などにより、①困難事例へ

の対応、②活動する人たちへの心理的サポート、③活動

団体の活動資金、④ネットワークを運営するための資

金、という新たな課題が明らかになった。 

 令和 2年度については、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響を大きく受け、通常の活動を実施することが困

難であった。 

 感染防止策を行ったうえでの食事活動や学習支援、弁

当の配布等つながりを途切れさせないためにそれぞれ

の団体が創意工夫し活動に取り組みんだ。そのための 

必要な備品の調達や情報の共有等について連携して対

応した。 

 また、食材の支援を多く得られる一方で、全ての活動

が再開されていない状況が続いたこともあり、食材の配

布に工夫が必要となった。 

 ひとり親家庭等支援が必要な家庭向けにパントリー

(食料品等の配付)事業を 4月から月 1回以上行った。 

ネットワーク会議 

5 月 25 日 区役所 

7 月 20 日 

サンパール荒川 

10 月 19 日 

サンパール荒川 

1 月 18 日 

オンライン（Zoom） 

NPO 法人活

動実態調査 

 

区内の NPO 法人の実態調査を行い、ネットワーク化の

検討を行った。 

荒川区内の NPO 法人を対象に「NPO 法人活動実態調査

アンケート」を実施し、アンケートの回答のあった 4事

業所にヒアリング調査を行った。 

アンケート調査とヒアリング調査の結果から、報告書

を作成し全団体へ送付した。 

ヒアリング実施 

8 月 21 日 認定 NPO 法人多文化共生センター東京 

8 月 24 日 NPO 法人日本エコツーリズムセンター 

8 月 24 日 特定非営利活動法人あした場 

8 月 26 日 特定非営利活動法人 コダーイ芸術研究所 

 

ボランティ  2012 年（平成 24 年）5 月からスタートした、あらん 「あらんてあの人 100
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

ア・フェスト

VOL.12 

てあ企画「あらんてあの人」が 2020 年（令和 2年）8月

で 100 人となった。この 100 人の原稿を冊子化そして現

在の活動などのメッセージを映像化し、ボランティアア

ーカイブとして残し、ボランティアを始める方、興味が

ある方などへ向け資料化した。 

・「あらんてあの人 100 人」冊子化 

・A5 判 156 ページ 発行 500 部 

・配布先：希望者、図書館、中学・高等学校など。 

・「あらんてあの人 100 人からのメッセージ」映像化 

3 月 20 日（土）14：00～15：45 生配信(YouTube） 

ゲスト：大貫輝子さん、熊谷紀良さん（東京ボランテ

ィア・市民活動センター）、 福田めぐみ（荒川社協

地域ネットワーク課長）の鼎談生配信。 

以降、アーカイブ配信。 

人」冊子 発行 500 部 

 

 

 

 

 

 

 

「あらんてあの人 100 人

からのメッセージ」映像

化 

3 月 20 日生配信  

以降アーカイブ配信 

3 月末閲覧数 520 回 

ボランティ

ア活動推進

事業 

  地域のニーズやボランティア団体、NPO 法人などの登

録団体や個人登録者などの声を反映し、新型コロナ禍の

中タイムリーに様々な事業の実施方法を工夫するほか、

備品などを整備した。 

Zoom のアカウントを取得し、オンラインでの講座な

どが実施できるよう整備を行った。 

アルコール消毒液の設置。 

非接触型体温計の設置。 

アクリル板パーテーションの設置。 

 

ボランティ

ア講座 

入門講座＆

出前講座 

 ボランティア活動を初めて行う方を対象に、ボランテ

ィア活動の心得、情報を提供し、活動への参加を促進す

る入門講座を行う計画であったが、新型コロナウイルス

感染症対策のため中止した。 

また、学校、町会・自治会、ひろば館など集団での受

講希望者を対象に、個々の団体のニーズに応じた内容

で、職員が出向いて講座を実施する計画であったが、新

型コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

新型コロナウイルス感染

症対策のため中止 

企業社会貢

献支援 

企業からのニーズに合わせ、区内の施設・団体の協力

のもと、ボランティア・地域活動の体験プログラムの創

設と参加を促進する計画であったが、新型コロナウイル

ス感染症対策のため体験活動は実施が困難であったが、

生活困窮世帯への物資の提供等を受けるなどの協力を

得た。 

 

熟年ボラン

ティアスク

ール「傾聴ボ

ランティア

スクール」 

 豊かなこころの通いあう、ふれあいの街づくりをめざ

し、シニア同士がお互いに支え合える関係を築いていく

ことを目的として実施する。地域にニーズがある「傾聴

ボランティアスクール」を実施。 

コロナウイルス感染防止のため、定員を 30 名から 20

名に縮小し、感染防止対策を実施した上で開催した。 

テーマ：「傾聴」～こころを聴くために～ 

講 師：NPO 法人 P.L.A 

    傾聴ボランティアグループ「ダンボの会」 

日 程：①9月 10 日②9月 17 日③9月 24 日④10 月 1 日 

    ⑤10 月 8 日 

会 場：サンパール荒川 第二・第三会議室 

参加者延数 60 名 

開催回数 5 回 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

※修了者 12 名のうち、6 名が過去の受講生が結成した

傾聴ボランティアグループ「ダンボの会」に入会した。 

サマーボラ

ンティアス

クール 

  ボランティア活動を体験する機会を、青少年を中心に

社会人も含めて設け、活動を通して様々な方との出会い

やふれあいの中から、地域社会への関心を高め、社会福

祉への理解を求めることを目的に実施。新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、内容を自宅で取り組めるボラン

ティア活動として実施した。 

 

実施期間 

8 月 8 日～8月 31 日 

受け入れプログラム 31 種類 

参加人数 168 名 

 

小学生 

高齢者分野 ●延活動数 9   ●延参加者数   73 

児童分野   ●延活動数 23   ●延参加者数 279 

障がい者分野●延活動数 22   ●延参加者数  110    

その他分野 ●延活動数 5   ●延参加者数   29 

総プログラム数 59 件   ◇のべ参加者数  491 名 

 

中学生～社会人 

高齢者分野    ●延活動数 12  ●のべ参加者数  74  

児童分野   ●延活動数 43  ●のべ参加者数 175  

障がい者分野 ●延活動数 28  ●のべ参加者数  51   

その他分野   ●延活動数 10 ●のべ参加者数  16 

総プログラム 93 件◇総参加者数 316 名 

実施期間 

8 月 8 日～8月 31 日 

 

受け入れプログラム 31

種類 

参加人数 168 名 

 

 

 

 

 

 

小学生 

延活動数  59 件   

延参加者数  491 名 

 

 

 

 

中学生～社会人 

延活動数 93 件 

延参加者数 316 名 

  

小学生～社会人  

延参加者数 807 名 

テーマ別ボ

ランティア

講座 

  ボランティア・地域活動のテーマは多岐にわたり、地

域課題やそのニーズにより時代とともに変化をする。そ

れらの地域ニーズに合わせたテーマをもとにボランテ

ィア講座を実施した。 

水害講座を区民向けと施設職員向けに分け実施した。 

10 月 24 日 「水害を知る、考える」 

講師 

災害対応 NPO MFP 代表 松山文紀氏、佐賀県よりみち

ステーション代表小林由枝氏 

ファシリテーター：東京ボランティア市民活動センター 

加納佑一氏 

会場 アクロス荒川及びオンライン開催  

参加 会場 23 人 オンライン 39 名 合計 62 名 

 

2 月 25 日 「施設職員が水害を知り、行動するために」 

水害被害にあわれた川越市の福祉施設の方を迎えて 

講師 

社会福祉法人キングス・ガーデン（特別養護老人ホーム） 

施設長 渡邊 圭司氏 

社会福祉法人 けやきの郷（知的障がい者施設等運営）  

副事業所長 田崎 久美子氏  

オンライン開催  参加 40 名 

 

 

 

 

 

10 月 24 日  

「水害を知る、考える」 

会場アクロス荒川及びオ

ンライン開催 

参加者 62 名 

 

 

 

 

2 月 25 日  

「施設職員が水害を知

り、行動するために」 

参加者 40 名 

オンライン開催 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

福祉教材の

充実と貸出 

  福祉教育で活用するため体験機器・資材などを学校、

団体等に貸し出しをした。 

※ボランティア活動サロ

ンの運営参照。 

災害ボラン

ティアセン

ター事業 

災害ボラン

ティアセン

ター 

 区との協定書に基づき、災害時に『災害ボランティア

センター』を区と連携・協力して運営を担うこととなっ

ている。 

災害ボランティアセンター設置場所である「荒川総合ス

ポーツセンター」について、建物リニューアル後に、区

職員と合同で視察し、新たなレイアウトや新型コロナウ

ィルス感染症対策について検討し、荒川区災害ボランテ

ィアセンターガイドラインの改訂を行った。 

 

災害ボランティアセンター・および災害について考える

基礎となる講座を実施した。 

10 月 24 日  

「水害を知る、考える」 

会場アクロス荒川及びオンライン開催 参加者 62 名 

2 月 25 日  

「施設職員が水害を知り、行動するために」 

オンライン開催  参加者 40 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊講座詳細はテーマ別ボ

ランティア講座参照 

 

城北ブロッ

ク協働事業 

 城北ブロック災害ボランティアセンター相互協力に

関する協定に基づき、荒川区・台東区・文京区・北区の

城北ブロックのボランティアセンター協働で講座等を

実施した。 

 

2 月 17 日 

城北ブロック災害ボランティアセンター相互協力協定

事業職員対象研修 

「コロナ禍における災害支援のかたち～災害支援協定

先・支援活動団体を招いて～」 

登壇者 

ピースボート災害支援センター上島安裕氏、垣貫紀彦氏 

シャンティ国際ボランティア会 渡邊珠人氏 

釜石市社会福祉協議会 菊池亮氏 

いわき市社会福祉協議会 篠原洋貴氏 

オンライン開催 

 

11 月 22 日 

 東京都総合防災訓練が北区を会場に開催されるため

城北ブロック 4区で協力した。 

「コロナ禍における災害

支援のかたち～災害支援

協定先・支援活動団体を

招いて～」 

 

2 月 17 日 

参加者 52 名 

オンライン開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都総合防災訓練 

11 月 22 日 

ボランティ

アセンター

在り方検討

委員会 

 中間支援センターであるボランティアセンターの機

能を充実させるとともに、センター運営面の自立性、民

間性を確保するために、多様な区民・ボランティア・団

体・NPO・行政の参画による在り方検討委員会を設置し、

事業内容や意思決定や運営面の評価について、地域に開

かれた柔軟な事業展開を行える体制を築いていくため

の委員会実施を予定していたが、新型コロナウィルス感

染症の影響を踏まえての検討が必要であるため実施を

見送った。 

新型コロナウイルス感染

症の影響を踏まえての検

討のため見送り 
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 ４．在宅福祉事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

在宅福祉サ

ービス事業 

≪にこにこ

サポート事

業≫ 

  住み慣れた地域で安心して自立した生活を送るため

に、援助が必要な方（利用会員）と協力できる方（協力会

員）をつなぎ、ささえあい活動を実現するための、住民

参加型の会員組織として運営し、家事援助等の在宅福祉

サービスを有償で提供する。介護保険制度を補完するだ

けでなく、介護保険で対応できない隙間のニーズに対す

るサポートを幅広く提供する。 

【利用会員】 

・区民で社協の特別会員以上に入会する方が対象 

①概ね 65 歳以上の高齢者 

②心身に何らかの障がいを有する方 

③難病患者や病弱な方 

④ひとり親家庭の子(義務教育終了まで) 

⑤病気や怪我などで緊急一時的に援助が必要な方 

⑥産前産後の体調不良から援助が必要な妊産婦の方 

⑦その他荒川区社会福祉協議会が認めた方 

【協力会員】 

概ね 18 歳以上の健康な方で社会福祉に理解と熱意のあ

る方 

通年 

利用会員 445 名 

協力会員 341 名 

生活サポー

ト 

 

 掃除、洗濯、買物、食事の支度・後片付け、代読、代

筆、整理整頓、薬取りの代行、ペットの困り事等を実施

した。 

9,515 件 

11,631.0 時間 

介護見守り

サポート 

 通院の介助、車椅子での外出介助、食事の介助、入浴

の介助、高齢者等の見守り、話し相手等を実施した。 

1,546 件 

2,755.5 時間 

健康文化サ

ポート 

 囲碁・将棋のお相手、お化粧の補助、美術館・映画館の

外出付き添い、外食の付き添い等を実施した。 

13 件 

23.5 時間 

留守宅サポ

ート 

 入退院時の衣類の整理、洗濯、部屋の掃除、必要な物

のお届け、配食のお弁当の受け取り補助等を実施した。 

5 件 

13.0 時間 

宅配夕食サ

ービス 

 

 栄養バランスのとれた温かい食事をご自宅まで当会の

委託業者が調理・配達するとともに安否の見守り活動を

した。 

3,567 食 

ちょこっと

サポート 

 電球の交換等継続的でなく、１回 30 分程度で終わる簡

易なサポートを実施した。 

31 件 

機関紙の発

行 

（年 4回） 

 会員への情報提供とともに広く区民に事業を周知し、

事業の推進を図ることを目的に機関紙「にこにこ」を発

行した。 

発行部数：1回 2,000 部 

4 回発行 

①NO.81 号 5 月 1 日発

行 

1,334 部 

②

NO.82 号 8 月 15 日発行 

1,341 部 

③

NO.83 号 11 月 16 日発行 

1,365 部 

④

NO.84 号 2 月 15 日発行 

1,392 部 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

研修及び人

材育成事業 

  在宅福祉サービスにおける人材確保及びレベルアップ

並びにサービスの質の向上、さらに地域における介護力

の向上を目的として、各種研修や人材育成事業を行う。 

 

会員講習会 

（年 2 回実

施） 

 在宅福祉サービスの提供に必要な基本的な知識・技術

を修得するための研修を随時実施した。 

①「車いす・シルバー

カー等の安全安心な介

助方法」 

講師：プライムケア株

式会社 福岡大氏 

6月29日 アクロスあ

らかわ多目的ホール 

17 名参加 

②「家の中で簡単にで

きる体操講座」 

講師：南千住西部地域

包括支援センター石川

満里保健師・八柳達也

荒川区認知症地域支援

推進員 

12 月 11 日 アクロス

あらかわ多目的ホール 

新型コロナウイルス感

染症対策のため延期 

会員交流会  日頃の活動の一助とするため、利用会員と協力会員を

対象にした交流会を実施した。 

会員講習会①・②、協

力会員継続 5 年表彰・

記念事業は、対象者を

協力会員と利用会員と

し、会員交流会を兼ね

て実施。 

スキルアッ

プ 研 修 会

（年 1 回実

施） 

 協力会員のレベルアップを図り、サービスの質の向上

を図ることを目的に、活動に役立つ研修会を実施した。 

「新型コロナウイルス

感染症基本的な感染予

防のポイント」（グルー

プワーク） 

「メッセージ交換（メ

ッセージ用紙でお互い

にエールを送り合う）」 

9月29日 アクロスあ

らかわ多目的ホール 

12 名参加 

協力会員継

続 5年表彰 

 協力会員表彰により協力会員の日頃の活動に感謝を表

し、士気を高めることを目的に実施した。 

 

新型コロナウイルス感

染症対策のため延期し

た。 

前年度延期した令和元

年度協力会員 5年表彰

及び記念行事津軽三味

線演奏を開催。 

6月29日 アクロスあ

らかわ多目的ホール 

14 名参加 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

普及啓発事

業 

  在宅福祉サービス事業に対して、広範な区民の理解と

協力を得るための事業を行う。 

通年 

にこにこ事

業の区民へ

のPR及び啓

発 

 「にこにこサポート」事業に関心を持ってもらい、理

解と協力を得るために、社協だよりやウェブサイト、あ

らかわ区報、区営掲示板等に情報を提供し、広く区民に

対し「にこにこサポート」の事業内容を PR した。また、

区内社会福祉施設へ機関紙「にこにこ」等を配布した。 

通年 

あらかわ区報 毎月掲

載 

機関紙「にこにこ」 

年 4回発行 

協力会員説明・登録会 

毎月第 3火曜日実施 

47 名参加 

団体等への

事 業 紹 介

(随時) 

 地域連携推進会議、ケアマネージャー連絡会、介護サ

ービス事業者連絡会、民生委員・児童委員協議会各種部

会等へ参加した。 

随時 

事業案内の

配布 

(随時) 

 行政、町会・自治会、区内社会福祉施設、地域包括支援

センター、介護サービス事業者等へパンフレット及び機

関紙「にこにこ」を配布した。 

随時 

イベントへ

の参加 

(随時) 

 あらかわ福祉まつり、介護フェア、福祉のしごと相談・

面接会等へ参加した。 

随時 

相談及び情

報提供事業 

  福祉・保健サービス等の情報を提供し、区民の在宅福

祉に関わる多様なニーズを適切なサービスに結びつける

ための相談活動を行う。 

通年 

相談窓口の

常設 

 相談窓口(常設)を設置し、専門職員(コーディネータ

ー)が対応した。 

通年 

情報提供コ

ーナーの常

設 

 受付カウンターやパンフレットスタンドに福祉情報に

関する資料を配置した。 

通年 

他の機関誌

等への情報

提供(随時) 

 社協だよりやボランティアセンター発行の「あらんて

あ」や荒川区関係団体ニュースライフサポートニュース

等に掲載し、区民に PR した。 

随時 

調査研究事

業 

  会員や区民のニーズを的確に把握した新たなサポート

メニューを調査研究し、事業の充実を図る。 

通年 

利用会員向

アンケート

(年 1回) 

 心身の状態や生活状況、今後の在宅福祉サービスの利

用意向などを調査した。 

2 月～3月実施 

利用会員 445 名に電話

にて聴き取り実施 

協力会員向

アンケート

(年 1回) 

 希望する活動や時間帯、提供している在宅福祉サービ

スへの意見等を調査した。 

2 月～3月実施 

協力会員 341 名に郵送

にて意向調査実施 

他在宅福祉

サービス事

業団体との

情報交換 

 サービスの向上等のため、会員制在宅福祉サービス事

業を実施している他区社協との事業連絡会や城北ブロッ

ク在宅福祉サービス連絡会において事業の課題等を情報

交換した。 

城北ブロック在宅福祉

サービス事業連絡会 

11 月 30 日 オンライ

ンにて実施（幹事区） 

在宅福祉サービス事業

連絡協議会 

3月29日 オンライン

にて実施 
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 ５．福祉サービス総合支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

成 年 後 見

活 用 あ ん

し ん 生 活

創造事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  区民の成年後見制度の利用促進のため、成年後見

制度推進機関として、成年後見制度の周知及び利用

促進並びに相談援助を行う。また、成年後見制度利用

促進制度における中核機関の役割等について調査研

究等に取組む。 

 

成年後見制

度に関する

講座・説明

会 

【成年後見制度説明会】 

 区民が成年後見制度を積極的に活用できるよう、

司法書士及び社会福祉士から、成年後見制度等の説

明を行った。 

社会福祉士：毎月 1水曜日 

2 年度７回開催（4 月 5 月

1月 2月は中止） 

社会福祉士：毎月 1水曜日 

2 年度７回開催（4 月 5 月

1月 2月は中止） 

年度合計参加者 30 名 

【成年後見制度啓発講座】 

 区民に成年後見制度を周知し理解を促進するた

め、障がい者または高齢者を対象とした啓発講座を

実施する。 

 講座の際にアンケートを行い、周知度及び理解度

を測る。 

今年度は新型コロナウイ

ルス感染症対策のため実

施を見合わせ。 

【老い支度講座】 

 区民に成年後見制度の趣旨を周知するため、関連

領域の内容も含め、以下の講座を開催し理解を深め

る。 

①老い支度講座（相続編・遺言編・葬儀編） 

②エンディングノート作成講座（4回連続講座） 

 講座の際にアンケートを行い、周知度及び理解度

を測る。 

2 年度は新型コロナウイ

ルス感染症対策のため実

施を見合わせ。 

【出張講座】 

 区民に成年後見制度を周知するため、機関・グル

ープ単位の要請に応え、成年後見制度の説明を出

張して行った。 

ケアマネジャー、ケースワ

ーカー向けの講座を実施。 

区役所北庁舎 

9 月 28 日 15 名 

12 月 24 日  19 名 

成年後見制

度相談事業 

  成年後見制度の周知及び利用促進のために、区

民に事業を説明し、相談に応じた。 

相談件数 182 件 

支援件数 258 件 

【成年後見制度申立支援事業】 

 成年後見制度に関する申立が困難な場合、申立

書類作成等の相談、後見人候補等の紹介を行う等、

申立の支援を行った。 

リーガルサポート 11 件 

ぱあとなあ東京  0 件 

【成年後見制度相談会】 

 区民に対し司法書士が申立の際の相談・助言を

行った。 

毎月第 2第 4火曜日 

2 年度は、16 回開催 

相談件数 18 件 

弁護士によ

る苦情・権

利擁護相談 

 福祉サービス利用に際しての苦情や権利擁護、成

年後見制度について相談に応じた。 

毎月第 4木曜日 

2 年度は 8回開催 

相談件数 19 件 

後見人サポ

ート 事業 

 成年後見制度の利用促進に必要な、後見人等の支

援を行うため以下の事業を行う。 

①親族後見人のための、後見業務に関する司法書士

①8月 19 日 1 名 

②未開催 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

による説明会を行った 

②親族後見人からの要望があった際に、親族後見人

間の交流会を実施する。 

地域ネット

ワーク事業 

 成年後見制度の利用の促進に必要な、地域の関係

機関への支援・情報交換を行った。 

①地域包括支援センター ②特定相談支援事業所  

③行政の各窓口 ④金融機関 ⑤医師会  

⑥弁護士・司法書士・社会福祉士等専門職団体 

通年随時 

①地域包括支援センター

社会福祉士部会への参加

10 回 

⑤ 難 病 相 談 へ の 参 加   

2 回 

成年後見運

営委員会 

 第三者の立場から成年後見制度推進機関の運営方

針について指導・助言を行うための運営委員会を設

置・運営した。 

(年 2 回程度実施) 

 

第 1 回 2月 1日 15 名 

本年度は新型コロナウイ

ルス感染症対策のため書

面開催で実施。 

社会貢献型

後見人養成 

 社会貢献型後見人の養成については、区から要請

があった際に対応できる準備を進める。 

本年度該当者なし 

法人後見事

業 

 成年後見運営委員会に置かれた小委員会で承認を

受け、当会自らが後見人となり、区民の福祉サービス

契約、施設入所等の身上監護やそれに付随する日常

的な金銭管理等の後見業務を行った。 

通年 

受任件数 1 件 

成年後見報

酬助成 

 区民が成年後見制度を利用する際の後見人等に対

する後見報酬に要する経費を、一定の資産状況に応

じて助成する。(令和 2年度新規事業) 

本年度該当者なし 

緊 急 事 務

管理事業 

  区から依頼のあったケースについて、通帳等を預

かり、必要に応じ入院費等の支払いを行った（区受託

事業）。 

通年 

利用件数 3 件 

（内終了件数 3件） 

福 祉 サ ー

ビ ス 利 用

に 対 す る

総合相談 

  区民に対して、福祉サービス利用援助・福祉サービ

スの利用に際しての苦情対応・判断能力の不十分な

方々の権利擁護・その他福祉サービス利用に関する

専門的な相談を実施する。区民の福祉ニーズの把握

の機会にするために、区民のニーズの高い車椅子貸

し出しを行う。 

 

車椅子貸出

事業 

 歩行することが困難な方に、車椅子を貸出し、社会

参加を促す。誰もが利用しやすいよう、荒川社協本部

のほか、社協指定管理施設等、区内の各拠点において

も貸出した。 

 貸出拠点を拡大するとともに、車椅子の修理等、荒

川区自転車商小売組合連合会、都立荒川工業高校定

時制に協力を依頼し、必要とする方々に安全な車椅

子の貸出しを行った。 

新規貸出台数  383 台 

前年度保有台数 238 台 

今年度保有台数 231 台 

寄贈・購入台数   6 台 

破棄台数     13 台 

団体貸出   4 回 16 台 

小地域車椅

子貸出 

 粋・活サロンを実施している町会・自治会、商店街

や区内福祉施設等を拠点として車椅子の貸出しを依

頼し、区民が身近な地域で車椅子を借りることがで

きるようにした。 

区内 8か所で実施 

①荒川 1丁目西文化町会 

 会館 

②べるぽうと汐入 

③西日暮里地域包括支援

センター 

④町屋在宅高齢者通所サ

ービスセンター 

⑤東日暮里在宅高齢者通
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

所サービスセンター 

⑥東尾久地域包括支援セ

ンター 

⑦養護老人ホーム千寿苑 

⑧荒川区立老人福祉セン

ター 

福 祉 サ ー

ビ ス 利 用

援助事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高齢者や障がいのある方が、適切な福祉サービス

を選択し利用するための手続きや各種機関の手続き

支援を行い地域で安心して生活するための支援をす

る。 

 

地域福祉権

利擁護 

事業(東京

都社協 

受託事業) 

＜拡大事業

＞ 

 判断能力が不十分であるが支援内容が理解できる

方（認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等）

が、日常生活に必要な福祉サービスを利用するため

の相談、情報提供、利用手続き、利用料の支払い支援、

生活費の払出し預入れ、公共料金等の支払い支援を

行った。 

 判断能力がある方に対しても、ひとり暮らし高齢

者や高齢者世帯、身体障がいのある方で支援を必要

とする方を対象に上述の支援を行った(拡大事業)。 

 社協職員である専門員とともに支援業務を行う生

活支援員は区民が担っている。生活支援員は、専門員

が作成した支援計画に基づき、実際に利用者宅を訪

問し上述の支援を行う。その資格要件は、18 歳以上

80 歳以下で福祉に理解と熱意を持つ者でボランティ

ア活動・地域活動等を１年以上経験している者を対

象とし、労働契約を締結している。活動報酬は１時間

当たり 1,020 円である。 

相談件数件    470 件 

支援件数件    3828 件 

2 年度末利用者   73 名 

2 年度契約者     12 名 

2 年度解約者     10 名 

財産保全サ

ービス 

 高齢者・身体障がい者等の財産保全・管理事業を実

施する。 

本年度該当者なし 

地域権利擁

護事業利用

促進 

 地域福祉権利擁護事業に対するニーズは多問題化

する傾向にある。地域権利擁護事業の周知、利用促進

のために区民や地域の関係機関（行政機関、金融機

関、地域包括支援センター、福祉サービス事業所等）

に対し、地域権利擁護事業を周知し、適切な連携を構

築する。荒川区役所生活福祉課及び高齢者福祉課と

の連絡調整会議を実施し連携を維持した。 

生活福祉課 1回 

高齢者福祉課 9回 
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 ６．移動支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

障がい者の

外出支援事

業（ガイド

ヘルパー派

遣事業） 

障がい者の

外出支援(ガ

イドヘルパ

ー派遣) 

・移動支援 

・通院等介

助（居宅介

護） 

・同行援護 

 在宅の視覚障がい者及び知的障がい者等の方が社会

生活上必要な外出をする場合、「障害者総合支援法」に

基づく外出を支援するサービスを提供することによ

り、障がい者の自立と社会参加を推進することを目的

とし、障がい者の外出支援事業(ガイドヘルパー派遣事

業)を実施した。 

通年 

・移動支援［知的障がい

者］ 

4,104 回  

5,785.0 時間 

・移動支援［児童］ 

2,199 回 

1,497.5 時間 

・通院等介助（居宅介

護）［身体障がい者］ 

423 回 

997.5 時間 

・通院等介助（居宅介

護）［知的障がい者］ 

56 回 

987.0 時間 

・同行援護 

2,779 回 

8,300.5 時間 

ガイドヘル

パーの募集・

確保 

 様々なニーズに対応できるように、毎月ガイドヘル

パー説明・登録会を実施し、ガイドヘルパー登録者を随

時募集した。 

 定年(72 歳)後に活動を希望するガイドヘルパーに

は、体力測定等を実施し、基準を満たす場合、活動を継

続できることとし人材確保に努めた。 

ガイドヘルパー説明・登

録会 毎月第 3 水曜日

実施 3 名参加 

ガイドヘルパーの定年

を超えてガイドヘルプ

活動するための体力測

定・認知機能検査の実施 

講師：東京都立大学健康

福祉学部特任助教 神保

秀久氏 

2 月 22 日 

荒川区社協事務局 3 階

活動サロン 

5 名参加 

ガイドヘル

パー現任研

修 

 様々な状況や依頼内容において、安全かつ質の高い

サービスを提供するため、スキルアップを目的とした

研修を実施した。 

「個人情報の保護と守

秘義務について、ガイド

ヘルパーとしての基本・

心得」 

講師：NPO 法人ピアネッ

ト北 副理事長 白井信

光氏 

10 月 16 日 13 名参加 

10 月 30 日 16 名参加 

アクロスあらかわ多目

的ホール 

 

広報活動  ガイドヘルパー派遣事業について広く周知をするた  
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

めに、啓発講座を開催する。 

支援者等と

の連携 

 安全で充実したサービス提供とともに、ご本人の地

域生活を支援する視点を持ち、個人情報保護制度を遵

守した上で、ガイドヘルパー及び、利用者相互の必要な

情報提供と支援者のネットワークづくりを図った。 

通年 

資格取得へ

の助成 

 ガイドヘルパー希望者に対し、同行援護又は介護職

員初任者研修の資格取得費用の助成を行う。なお、対象

者には、資格取得後に本会ガイドヘルパーとして一定

の活動実績を経た後、助成するものとする。また、本事

業の広報について、ホームページや社協だより等を使

い区民等に周知する。 

本年度該当者無 
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 ７．助成事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

福祉団体運

営助成 

  区内の高齢者・障がい者・児童・当事者等の福祉団体

に運営費の一部を助成し、地域福祉活動の推進を図っ

た。 

11 団体 

障害者施設

運営助成 

  区内の障害者施設に運営費の一部を助成し、地域福

祉活動の推進を図った。 

7 施設 

地域支えあ

い活動運営

助成 

  区内で住民が相互に助け合う活動を推進する団体等

地域社会に広く貢献する団体等に対して、助成を行う

ことにより、地域コミュニティの発展、住民の繋がりの

強化、福祉のまちづくり、地域福祉の向上を推進する。 

0 団体 

新型コロナウイルス感

染症対策のため対象事

業が実施されなかった。 

社会を明る

くする運動

運営助成 

  犯罪や非行を防止し、罪を犯した方や非行をした少

年の更生を支え、「いきいき」とした明るい地域作りに

参画することを重点目標に、区内全域及び全国的に取

り組まれている「社明運動」に助成した。 

1 団体 

小地域組織

化助成 

  歳末たすけあい運動を始め、日頃活動に協力頂いて

いる町会･自治会に、小地域の福祉活動推進を目的に助

成した。 

119 町会・自治会 

地域福祉活

動助成 

  歳末たすけあい募金を財源として、公的援助を受け

にくい、区内のボランティア団体、市民団体、当事者団

体等の事業を助成し、地域福祉活動の開発・発展を推進

した。 

7 団体 

アトミ福祉

資金助成事

業 

  アトミジャパン合同会社からの寄付をもとに、子ど

もや障がい児者の福祉向上のために活動する団体に助

成し、未来を担う子どもたちの健全育成と障がい児者

の福祉を推進した。 

14 団体 
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 ８．生活福祉資金貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

各種資金貸

付事業 

（※事務受

託事業） 

生活福祉資

金貸付事業 

 低所得者世帯、障がい者や介護を要する高齢者のいる

世帯に対して、その世帯の生活の安定と経済的自立を図

ることを目的に、資金の貸付を行った。 

(※東京都社会福祉協議会受託事業) 

福祉資金 

◆相談件数(延) 163 件 

◆貸付決定件数  3 件 

 住宅補修費   1 件 

 その他     1 件 

 緊急小口資金  1 件 

◆貸付決定金額 

     248,000 円 

 住宅補修費 

  49,000 円 

 その他  99,000 円 

 緊急小口資金 

     100,000 円 

教育支援資金 

◆相談件数(延) 350 件 

◆貸付決定件数 17 件 

 教育支援費  11 件 

 就学支度費   6 件 

◆貸付決定金額 

    17,060,500 円 

 教育支援費 

     15,630,500 円 

 就学支度費 

    1,430,000 円 

 

 

総合支援資

金 

 離職や減収により日常生活全般に困難を抱えた世帯

の生活の建て直しのために、継続的な相談支援と生活費

及び一時的な資金の貸付を行った。 

(※東京都社会福祉協議会受託事業) 

◆相談件数(延) 40 件 

◆貸付決定件数  0 件 

◆貸付決定金額  0 円 

 

 

不動産担保

型生活資金 

 現在住んでいる自己所有の不動産(土地・建物)に、将

来にわたって住み続けることを希望する低所得の高齢

者世帯に対し、その不動産を担保に生活福祉資金の貸付

を行った。 

(※東京都社会福祉協議会受託事業) 

◆相談件数（延） 21 件 

◆貸付決定件数  0 件 

◆貸付決定金額  0 円 

 

 

 

生活復興支

援資金貸付 

 東日本大震災により被災した低所得世帯に当面の生

活に必要となる経費等の貸付を行うことにより、生活の

復興を支援するために貸付を行った。 

(※東京都社会福祉協議会受託事業) 

◆相談件数（延） 0 件 

◆貸付決定件数  0 件 

◆貸付決定金額  0 円 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

特例貸付 

・緊急小口

資金 

・総合支援

資金 

（初回、延

長、再貸付） 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や

失業等により生計維持が困難となった世帯への貸付。申

請期間の終了後は、延長貸付の申請書類の受理と点検。

償還や借受人の状況変更の問い合わせ等の業務を行っ

た。 

相談件数（延）  

25,325 件 

緊急小口資金 

貸付決定件数 3,878 件 

 

総合支援資金（初回） 

貸付決定件数 2,856 件 

 

総合支援資金（延長） 

貸付決定件数 1,495 件 

 

総合支援資金（再貸付） 

貸付決定件数   970 件 
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 ９．受験生チャレンジ支援貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

受験生チャ

レンジ支援

貸付事業 

（※事務受

託事業） 

  学習塾、各種受験対策講座、通信講座等の受講費用及

び高校、大学受験等の受験費用を捻出できない方に対し

て貸付を行うことにより、低所得者世帯の子供を支援す

ることを目的に事業を実施した。 

《対象者》 

 ①世帯の生計中心者であること ②世帯収入の総収

入または総所得を合算した金額が一定基準以下である

こと ③預貯金等資産の保有額が 600 万円以下である

こと ④土地・建物を保有していないこと（現在居住し

ている土地、建物は除く） ⑤都内に引き続き 1年以上

在住（住民登録）していること ⑥生活保護受給世帯の

世帯主または構成員でないこと ⑦暴力団員による不

当な行為の防止等に関する法律第 2 条 6 号に規定する

暴力団員でないこと 

相談件数（電話・来所含

めた延べ人数） 736 件 

新規窓口来所者件数（実

人数）     41 件 

≪貸付決定状況≫ 

貸付決定件数  138 件 

貸付決定金額 

    14,563,100 円 

A．学習塾等受講料貸付

金（中学 3年） 

貸付決定件数  46 件 

貸付決定金額 

     8,899,500 円 

B．学習塾等受講料貸付

金（高校 3年等） 

貸付決定件数  15 件 

貸付決定金額 

     3,000,000 円 

C．受験料貸付金（中学

3年） 

貸付決定件数   46 件 

貸付決定金額 

      876,600 円 

D．受験料貸付金（高校

3年等） 

貸付決定件数  31 件 

貸付決定金額 

     1,787,000 円 

≪償還免除（令和元年

度貸付決定 191 件分）

≫ 

償還免除決定件数 189

件 

辞退・返金件数 2 件 

償還件数    0 件 

相談窓口の

設置運営 

 相談窓口(常設)を設置し、専門相談員が対応し、必要

な支援を行った。 

 

 

 

広報普及啓

発活動 

 区報、ウェブページへの掲載ならびに、学校ほか関係

機関への情報提供等、事業についてきめ細かく周知を図

り、多くの方々に情報提供した。 

①区営掲示板に掲示（掲示ポスターを制作） 

②区報掲載 

 

③社協だより掲載 

④区立中学校、区内私立高校へリーフレット配布 

 

 

 

①8 月 25 日～9月 4日 

②7月 11 日号 

 11 月 21 日号 

③7月号、12 月号 

④4月 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

⑤区内塾へリーフレット、ポスターを配布 

⑥区内図書館、ひろば館・ふれあい館等へチラシ・ポス

ター配布 

⑤8月、76 塾 

⑥9月 
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 １０．ひとり親貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

ひとり親家

庭高等職業

訓練促進資

金貸付事業 

 

  高等職業訓練促進給付金を活用して養成機関に在学

し、就職に有利な資格の取得を目指すひとり親家庭の親

に対し、入学準備金、就職準備金の貸付を行った。 

◆入学準備金貸付 

件数        １件 

貸付金額  500,000 円 
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 １１．特定相談支援事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

計画相談支

援及び障が

い児相談支

援事業 

指定特定相

談事業・障

害児相談支

援事業 

 障害者総合支援法ならびに児童福祉法に基づき、障

害福祉サービス、障害児通所施設支援を利用する方を

対象に、相談支援及び計画相談支援・障がい児相談支援

を実施。 

 

※本事業は社会福祉事業区分に属するが、事業の実施

は、公益事業区分の荒川区立障害者福祉会館(アクロ

スあらかわ)にて実施している。 

 事業の詳細は、施設のサービス区分へ記載。 

契約件数 413 件 
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 １２．区受託事業（本部受託地域福祉関係事業）サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

障がい者就

労支援事業 

  障がい者就労の機会を広め、安心して働き続けられる

ように、就労支援コーディネーターと生活支援コーディ

ネーターが、本人や家族、企業から相談を受け、就労支

援をすることにより地域で自立して暮らせるよう支援

する。また、地域開拓促進コーディネーターが、区内の

就労支援施設に通所している方々や施設と連携して相

談等の働きかけを行い、福祉的就労から一般就労への移

行を支援する。 

■登録者    623 名 

■新規登録者数 53 名 

■新規就労者数 25 名 

(身体 2名・知的 17 名・

精神 6名・その他 0名) 

 

■就労者数   327 名 

(身体42名・知的196名・

精神 89 名・その他 0名) 

就労支援  平成 30 年度からの法定雇用率の引上及び精神障害者

雇用の義務化により、採用活動が活発化し、就労支援件

数及び登録者は増加した。 

<支援内容> 

①職業相談 

就労、職種に関する相談と助言や求人、社会資源など 

の情報提供等。 

②就職準備支援 

面接の練習、履歴書の確認準備、求人票の紹介、ハロ

ーワークへの同行、職業評価の依頼等。 

③職場開拓 

公的機関や民間企業との雇用相談等（職安以外の経

路） 

④職場実習支援 

業務内容や実習状況の確認、正規雇用への条件の調整 

⑤離職時の調整及び離職後の支援 

離職に伴う諸手続きの確認と調整、離職後の調整 

 

 

 

 

①就業相談 1,936 件 

(新規 432 件・ 

継続 1,504 件) 

②就職準備支援 178 件 

 

 

③職場開拓  74 件 

 

 

④職場実習支援 94 件 

 

⑤離職時の調整・離職後

の支援 50 件 

就労支援延件数 

①～⑤合計 2,332 件 

就労訓練 <訓練内容> 

①生活リズムの安定 

就労以前の生活リズムの調整を行ない、それを安定さ 

せていくもの。 

②基礎技能の習得 

他機関の訓練を紹介するレベルまででない内容の技

能のコーチ。 

③就労意欲の維持 

求職期間または訓練の待ち期間の就労意欲の維持の

ための通所 

※①～③の訓練を通じて、本人からの聞き取りや関連機 

関からの情報だけでは把握出来ない部分の職能評価を

行った。また、培ってきた連携を活かし、他機関の訓練

機能を積極的に活用した。 

就労訓練延件数 

①～③合計 35 件 

（パソコン訓練 4件） 

（生活リズム等 31 件） 

定着支援  就労が継続するための支援（職場訪問、職場内支援、

企業からの相談対応等）を行なった。 

 就労者数の増加に伴い、就労後のサポートが必要な登

録者も増加した。 

職場定着支援 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

<支援内容> 

①職場定着支援： 職場訪問及び職場内支援、職場同行、

その他 

②余暇活動支援： ※エンパワーメント事業参照 

 

①,②合計 3,154 件 

(訪問 79 件・同行 23 件・

その他 3,507 件） 

生活支援  相談は、多種多様であり、本年度は家賃滞納や障害年

金等について社労士や仕事・生活サポートデスクに繋ぐ

ケースもあった。親子・夫婦・友人・恋人等、人間関係

を抜きにした生活はあり得ず、その関係のトラブルは就

労継続や病状の安定にも影響は大きい。 

<支援内容> 

①生活相談 

人間関係に関する相談と助言、家庭においての諸問題 

に対する助言・定期的な面接。 

②日常生活の支援 

現況把握の為の家庭訪問、定期的な通院や買い物の同

行。 

③豊かな社会生活を築くための支援 

余暇活動支援。 

④安心して職業生活を続けられるための支援 

就労先への業務変更等の調整、転居による移行支援。 

⑤将来設計や本人の自己決定支援 

キャリアアップにむけての相談助言等、本人の意向実

現への支援。 

⑥関係機関との連携 

連絡会議の開催及び生活寮の就労に関わる調整。 

 

 

 

 

 

 

①生活相談   489件 

（新規6件、継続483件） 

 

②日常生活の支援 18 件 

 

 

③豊かな・・・ 793 件 

 

④安心して・・・ 216 件 

 

⑤将来設計・・・57 件 

 

 

⑥関係機関との連携 

       3,133件 

 

生活支援延件数 

①～⑥合計 4,706 件 

エンパワメ

ント事業 

 障害者就労支援事業を通じて、一人ひとりの生きる力

を高めていく支援を行った。 

①ともともクラブ 

 ①-1 月例会(毎月第二金曜日) 

 ①-2 運営委員会(適宜) 

②フットサル 

 練習会(月 1回月曜夜）、試合(年 3回) 

①-1 月例会 

※新型コロナウイルス

感染症の影響により 1

回のみの開催となった。 

全体委員会 3月中止 

①-2 運営委員会 

新型コロナ感染症対策

のため実施なし。 

②練習会、試合 

新型コロナウイルス感

染症対策のため実施な

し。 

 

就労支援ネ

ットワーク

づくり 

 ハローワーク、企業、障がい者団体、特別支援学校、

障がい者施設等とのネットワークをつくり、雇用促進に

むけて情報交換と支援協力を得た。 

 関わる支援者が増えるほど相互の連絡及び意思疎通

は困難になりやすく、同時に即時性が損なわれることに

も留意しながら有用なネットワークの構築を心がけた。 

 

①東京都ブロック会 

新型コロナウイルス感

染症対策のため、web や

書面による方法での開

催となった。 

 

 

 

①東京都ブロック会 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 参加機関：東京都の区市町村就労支援事業者 

②城東・城北ブロック就労支援センター連絡会 

 参加機関：各回 18 機関 

③ハローワーク足立 連絡会議 

参加機関：足立管内の就労支援機関 

年 1回（書面開催） 

②城東・城北ブロック 

年 1回（WEB 開催） 

③ハローワーク足立 

年 3回（書面開催） 

地域啓発事

業 

 関係機関や区民へ事業の周知を図ることを目的とし、

啓発活動を行った。 

障がい者雇用を検討し

ている区内の職場に出

向き説明を行った。 

障がい者就

労激励会・長

期勤続表彰

式 

 通算 5年以上の就労登録者を表彰し、働く意欲を高め

るよう激励する。（センター開設 10 周年(平成 26 年度)

を契機に開始）。また、障がい者就労に関わる企業・関係

機関等が一堂に会し、これまでのセンターの取組みや働

く障がい者と企業の取組みを共有することで、地域での

障がい者雇用の理解促進を図る。 

※平成 30 年度から表彰対象者への対応を事業の要点と

し、参加者を本年及び翌年表彰者等に絞り実施した。 

12 月 3 日 

サンパール荒川 

※新型コロナウイルス

感染症対策のため式典

等は開催中止 

 

その他事業 ＜職員研修＞ 

①精神保健福祉研修 

②ジョブコーチ研修 

③障害者の IT 支援者養成研修 

④就業支援基礎研修 

⑤就労支援についての事例検討会 

 

①2 回 2名 

②6回 1名 

③3回 3名 

④3回 1名 

⑤1回 1名 

手話講習会

事業 

 

  聴覚障がい者の福祉に理解と熱意をもつ方を対象に、

手話技術の指導を行い、手話奉仕活動を促進するために

実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大

防止の観点から、今年度は中止とした。 

 

手話を学んだことのない方向けの手話体験会を、オン

ライン（Zoom）を中心に実施した。 

手話体験会実施 

第 1回 11 月 14 日 

参加 

会場 5名 Zoom20 名 

第 2 回 2 月 20 日 

参加 Zoom 5 名 

第 3 回 3 月 13 日 

参加 Zoom 13 名 
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 １３．ファミリー・サポート・センター事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

フ ァ ミ リ

ー・サポー

ト事業 

育児支援サ

ービス 

 区内に在住または在勤し、概ね生後 6 か月以上小学

校 6 年生までのお子さんがいる方（区内に在園・在学

児がいる方も含む）の仕事と育児の両立及び育児環境

整備のために、地域の協力会員が提供する住民参加型・

会員制の有償育児支援サービス。サービスの利用には

利用会員としての登録が必要。 

利用会員 2516 名 

協力会員 460 名 

活動回数 4286 回 

活動時間 7843h23m 

会員講習会 (1)協力会員養成講座 

 年 5 回（1回につき 3日間） 

 

 

 

 

 

(2)フォローアップ研修等 

 ①救命救急講習会（年 5回） 

 ②協力会員養成講座 再講習（年 5回） 

 ③その他知識、技術の向上を目的とした講習会（講演 

会）。令和 2年度は荒川区子ども家庭総合センター 

の見学を実施。 

(1)年計 16 名（登録者

数）＊あらかわ区報にて

協力会員養成講座の参

加者を募集（年 5 回掲

載） 

区掲示板にて周知（年 1

回） 

(2)①年計 16 名 

 （荒川消防署） 

(2)②年計 13 名 

(2)③3 月 11 日 

 協力会員 13 名 

事例発表・

交流会 

 利用会員と協力会員間が一堂に会する場を設け、会

員間の交流を図る（年 1回） 

「JAL 工場見学 skymuseum」を令和 2 年 8 月に計画し

たが新型コロナウイルス感染症対策のため、工場見学

が休止されたことにより中止。 

参加申し込み 

協力会員 10 名 

利用会員 10 名 

こども 9名 

合計 29 名 

連絡調整会

議 

アドバイザーと地域リーダーが情報交換及び協議を行

った。(地域リーダー会議) 隔月開催（年 6回） 

年 4回実施。 

5 月と 1月は、新型コロ

ナウイルス感染症対策

のため中止。 

協力会員継

続 5 年表彰

の実施 

 協力会員表彰を実施することにより、日頃の活動に

感謝を表し、士気を高めることを目的に実施する。（講

習会と同時開催） 

隔年開催のため、令和 3

年度に実施予定。 

広報紙 ｢Ｆ

め～る ｣の

発行 (年 2

回) 

 発行部数：1回 3,400 部 

〇掲載内容 

講座及び研修案内、子供を対象とした支援事業の案内、

利用ルールの確認、行事の参加募集、協力会員の募集等 

〇配布先 

会員、保育園、学童クラブ、区役所、他地域ファミリー・

サポート・センター、その他 

年 2回発行した。 

令和 2年 7月№67 

令和 3年 2月№68 

託児サポー

ター事業 

  講演会の託児など保育施設や自宅以外の場所におけ

る一時的保育サービスを、地域の会員（託児サポータ

ー）が担うことにより、子育て家庭の社会活動への参加

を促進し、子育て家庭を支援する育児支援サービス。 

通年実施 

利用団体：1団体 

派遣件数： 13 件 

派遣人数： 31 名 

 

本年度は新型コロナウ

イルス感染症の影響に

より、ファミサポの利用

連絡調整  利用団体と託児サポーターとの情報交換及び協議を

行った。 

利用団体へ

の説明 

 利用団体に対して会則等の周知徹底を図ることによ

り、 円滑な託児サポートが行えるよう説明をした。 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

広報活動  託児サポーター事業を広く周知し、事業の推進を図

った。 

会員登録の合同説明会

のみの実績。登録団体か

ら 2 月と 3 月に 1 回ず

つの依頼があったが緊

急事態宣言の発出によ

りキャンセルとなった。 
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厚生援護資金貸付事業拠点区分 

 

 １４．厚生援護資金貸付事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

厚生援護事

業 

  低所得世帯が一時的に生活困窮状態になり、他の方

法では生活を保持する資金が得られない場合、必要な

資金の貸付を行い、その世帯の厚生を援護するために

実施。 

◆相談件数(延)  53 件 

◆貸付件数    11 件 

◆貸付決定金額 

      135,000 円 

 

◆償還件数    14 件 

当年度分償還   11 件 

過年度分償還   3 件 

未完済分償還   0 件 

◆償還金額  

162,000 円 

当年度分償還金額 

      135,000 円 

過年度分償還金額 

      27,000 円 

未完済分償還金額 

           0 円 
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歳末たすけあい運動事業拠点区分 

 

 １５．歳末たすけあい運動事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

歳末たすけ

あい運動事

業 

（12月1日～

31日） 

  全国的な共同募金の一環である「歳末たすけあい・地

域福祉募金」を、町会･自治会、民生委員・児童委員協

議会、女性団体等で構成される歳末たすけあい運動実施

委員会と荒川区社会福祉協議会が主体となり実施した。 

○実施時期：12 月 1 日～31 日 

○目標額：新型コロナウイルス感染症対策を考慮し、設

定しなかった。 

○周知方法：ポスター・区報・社協広報紙・回覧板ほか 

○実施委員会： 

第１回 09 月 18 日 書面決議 

・令和２年度歳末たすけあい運動（歳末たすけあい・地

域福祉募金）の実施及び実施委員について。 

・令和２年度地域福祉活動費の繰り越しについて 

・令和２年度歳末たすけあい運動（歳末たすけあい・地

域福祉募金）実施要領について 

第２回 11 月 25 日 サンパール荒川４階 第１集会室 

・令和２年度歳末たすけあい運動（歳末たすけあい・地

域福祉募金）の実施について 

・令和２年度地域福祉活動助成金の配分について 

第３回 03 月 11 日 サンパール荒川４階 第２集会室 

・令和２年度歳末たすけあい運動（歳末たすけあい・地

域福祉募金）配分について 

・令和３年度地域福祉活動計画(案)について 

・令和２年度地域福祉活動報告について 

○令和２年度歳末たすけあい・地域福祉募金配分結果 

(1)令和２年度 募金収納金額     10,043,419 円 

(2)令和元年度 東京都共同募金会配分金総額 

                   6,848,346 円 

 

実施者： 

 荒川区社会福祉協議会 

主唱者： 

 東京都社会福祉協議会 

主催者： 

 東京都共同募金会 

実施団体： 

 町会・自治会、民生委

員・児童委員協議会、

母の会、共同募金協力

会 

協力団体：荒川区 

見舞品の配

付事業 

  歳末たすけあい運動実施委員会において見舞品の配

分について協議決定し配付した。 

①18 歳以下の区内在住者で、身体障害者手帳または愛

の手帳の所持者、かつ、民生委員・児童委員による訪

問を希望し、申込書類を提出された方。 

 ※2,000 円分のギフト券 

②荒川区の「高齢者みまもりネットワーク事業」に登録

している 70 歳以上のひとり暮らし高齢者で、民生委

員による「ひと声」運動希望者、前年住民税非課税世

帯の方（生活保護世帯、施設入所者、病院入院者、同

居人が確認された方を除く。）。 

 ※2,000 円分のギフト券 

計 1,983 名 

 

① 265 名 

 

 

 

②1,718 名 

 

 

 

 

 

地域福祉活

動事業 

 ①世代間交流事業（年賀状を送る事業）、②ふれあい粋・

活(いきいき)サロン事業、③地域福祉啓発事業、④心の

バリアフリー教室、⑤地域福祉活動助成事業 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

・街歩き探検隊（旧：ユニバーサルウォーク）及びひと

り親家庭夏休みレクリエーション事業は、新型コロナ

ウイルス感染症対策のため実施しなかった。 

※各事業内容詳細は各サービス区分の事業項目に掲載。 
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各指定管理施設運営事業拠点区分 

 

 １６．各指定管理施設運営事業サ－ビス区分  

 

(※後述に各施設ごとの拠点区分の事業計画書有。①～③の各施設は社会福祉事業区分に含まれ、

④の荒川区立障害者福祉会館（アクロスあらかわ）のみ公益事業区分に含まれる) 

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

指定管理者

として区立

福 祉 施 設

（高齢者施

設・障害者

施設）の運

営事業 

  指定管理者として、荒川区との協調を図りつつ、より

充実した利用者のニーズに応えたサービスの提供と、ま

た、地域福祉活動の拠点として地域に開かれた施設運営

を行う。 

 

 

① 荒川区立尾久生活実習所「あらかわ希望の家」 

本所 及び 分場 

 

② 荒川区立荒川生活実習所 

  ※②と③は予算合算 

 

③ 荒川区立荒川福祉作業所 

  ※②と③は予算合算 

 

④ 荒川区立障害者福祉会館(アクロスあらかわ) 

  ※本施設のみ公益事業区分の拠点。公益事業のほ

か、 

社会福祉事業の特定相談支援事業も実施している。 
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尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所・分場事業拠点区分（※指定管理施設） 

 

 １．尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所・分場事業サ－ビス区分  

 

施設概要 

1．概要 

 特別支援学校を卒業した子ども達が、行き場所が無く家に引きこもることのないようにとの保護者

の切実な思いを受け「荒川のぞみの会」が昭和 56 年に通所の場としてスタート。昭和 62 年に同会か

ら依頼を受け荒川区社会福祉協議会が区の補助金で運営を開始した。平成 7年には荒川区立尾久生活

実習所「あらかわ希望の家」として荒川区から受託運営することになり、満 25 年が経過した。平成

12 年度から知的障害者福祉法に基づく法内施設として位置付けられ、平成 14 年度から利用者の増加

に伴って分場が開設された。平成 18 年度に、荒川区の指定管理者としての運営(3 年契約)を開始し、

平成 21 年度から継続指定管理者として引き続き運営(5 年契約)を行うとともに障害者総合支援法に

基づき「生活介護事業」に移行した。 

支援程度区分が平均 5以上で重度の障がい者が通所する施設であり、発作や強度のこだわりがあっ

たり全介助の必要な方等が多く、事故がないよう特別な配慮が必要となっている。近年、利用者の障

がいの重度化や加齢に伴う身体的機能の低下、利用者の在宅生活を支える家族の高齢化や支援力の低

下等により利用者を取り巻く環境は厳しさを増している。今後、利用者自身が自己選択・自己決定が

できる力を一人ひとりが持てるような支援の強化に取り組むと同時に、家族・保護者や関係機関、グ

ループホームなど生活の場となる施設との連携を密にしながら、日々の生活の充実と社会的自立を図

ることを支援していく。 

 令和 2年度から、本所の 3階が新たに活動室として使用できることになり、今後の利用者増加に対

応すべく環境の整備を進めた。 

 

2．目的 

荒川区内の障がいのある方々を対象に生活作業訓練・地域交流などに取り組み、日々の生活の充実

と社会的自立を図ることを目的に運営している。本人自身の持つ機能・能力を引き出すこととあわせ

て、地域の方々との交流を図ることを通して地域の中で生じる様々なハンディキャップを克服し、地

域で豊かに生きることを支える。また、障がいのある人や家庭が抱える問題に対して、支援員を中心

にあらゆる職種の職員がそれぞれの専門性を生かした支援を行い、地域の様々なネットワークを活用

して地域での生活を支援する。 

 

3．利用定員 67 名 (本所 48 名、分場 19 名) 

 

4．登録人員 65 名（本所 46 名、分場 19 名） 

 

5. 開 館 日 236 日 月曜日～金曜日(土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く) 

       （令和 3年 1月 25 日より 2月 2日まで新型コロナウイルス感染により休館） 

  

 

6．所在地 《本所》〒116-0011 東京都荒川区西尾久 6-17-3 

    《分場》〒116-0011 東京都荒川区西尾久 4-6-4 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

充実事業  1.定員拡大に向けた取組み 

 令和 2 年度から 3 階が活動室となり、年々定員が拡

大される予定となっている。それに伴う環境面の整備

として、2階創作室の改装（陶芸窯撤去、床の張替え、

収納棚の改修等）を実施した。 

ニーズの多様化に合わせ、活動の幅を広げるために

も、既存の活動のほかに作業的な要素を取り入れた活

動提供や、身体状況に合った活動室を構築していく予

定としていたが、新型コロナウイルス感染対策の為、新

しい生活スタイル想定しながらの検討となった。 

 

2.障がい特性に応じた活動プログラムの展開 

利用者の障がいやさまざまな世代に合わせ、これま

で実施してきたクラブ活動や障がい者スポーツ、スヌ

ーズレン活動などを継続しながら、特性や世代、ニーズ

に応じた活動プログラムに取り組んだ。 

新型コロナウイルス感染対策として、消毒・換気など

の対策をとりながらグループ単位での活動を利用者の

参加人数を制限したうえで実施した。 

 

3.職員の資質向上 

 利用者の障がい特性の理解や支援方法等の知識及び

技術を習得するため、外部研修に参加した。また、身近

な事柄を題材に職員による内部研修を実施した。外部

研修を受講した職員は、会議等の場で他の職員に向け

て報告を行い、研修内容を共有し資質向上に努めた。 

 

4.防災と地域との連携 

 災害に備えて、本所、分場において福祉避難所物資の

確認・運営訓練を実施した。 

定期的な避難訓練のほか、災害の種類や場面を想定

した訓練を実施した。         

日頃から、近隣町会への挨拶や声かけ、施設周辺の清

掃活動で顔見知りの関係を築き、例年施設での防災訓

練には、地元町会の方々に参加していただいていたが、

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染対策の為、実

施を見合わせた。 

 

5.災害（緊急）時連絡方法の確立 

 現在、緊急時の保護者への連絡は連絡帳や電話連絡

が主な手段となっている。災害時や緊急時など保護者

へ一斉に迅速、かつ正確に伝える手段として、メール一

括送信の検討を実施した。（なお、携帯電話等、所持し

ていない保護者はこれまで通りの方法で連絡する）。 

 

通年で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者スポーツ(ボッ

チャ)、スヌーズレン活

動を継続実施。 

スヌーズレンは１階実

習室 3 を専用ルームと

して活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉避難所設置・運営の

分割訓練を実施した。清

掃活動は毎月実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月に保護者のメール

アドレスを確認し、テス

ト送信を行った。 

次年度も繰り返し実施

し確立させていく。 

生活介護事

業 

 

 

生活作業訓

練事業 

利用者個々の目標に沿った援助を行い、規則正しい

生活リズムを身につけ、基本的生活習慣の確立と生活

能力の向上を図り、一人ひとりの持っている能力や可

能性を伸ばすために様々な活動や社会体験に取り組む
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機会として実施した。令和 2 年度は、新型コロナウイ

ルス感染対策をとりながら、いずれの活動も当初予定

とは回数を減らして実施となった。 

 

≪健康維持活動≫ 通年(本所・分場) 

健康維持のため、個々の利用者の体調・疾病状況・健

康状態の把握を行い、日常的支援や看護師・栄養士等か

らの助言等を行う。 

 

≪リズム体操≫ 月 2～3回予定(本所・分場) 

 音楽に合わせて身体を動かし、健康の増進を図る。 

 

≪体操教室≫ 月 6回予定(本所・分場) 

 理学療法士の指導によりマット体操等を行う。 

 

≪陶芸≫ 月 2回予定(本所・分場） 

粘土に触れ、手指を動かしながら創作する喜びを知

る活動として実施した。令和 2 年度は、共同作品とし

て時計を作成する。 

 

≪絵画教室≫ 週 1回予定(本所・分場） 

 筆以外の色々な材料を道具として使い、創作する喜

びを知る機会とする。 

 

≪パソコン教室≫ 週 1回予定(本所・分場） 

 パソコンで文字入力や絵を描き、表現する力を身に

つけるために実施する。 

 

≪ワープロ教室≫ 月 1回予定(本所・分場） 

 自分の気持ちを文字で表現する力をつけ、意思を伝

える力を身につける。 

 

≪自立プログラム≫ 月 2回予定(本所) 

 講師の設定するテーマを利用者同士が話し合うこと

により、日常生活能力や社会活動能力を高め、日々の生

活の安定と、より積極的な社会参加ができるようにす

ることを目的として実施する。 

 

≪手話音楽≫ 月 1回予定(本所・分場) 

 色々な歌を手話で表現し身体全体で音楽を楽しむ。 

 

≪音楽療法≫ 年 20 回予定(分場) 

 歌や演奏を通じて、情緒の安定を図った。 

 

≪調理実習≫ 隔月(本所・分場) 

 簡易な調理を通して、食べ物を料理する行為を体験

し、自分で調理したものを食べる喜びを知る予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染対策のため中止した。 

 

 

 

 

 

支援員、看護師、栄養士

が連携を図り、利用者の

健康維持に努めた。 

 

 

年 8 回実施 

 

 

年 24 回実施 

 

 

年 1 回実施 

講師は参加せず、アドバ

イスを受け実施。 

 

 

年 27 回実施 

 

 

 

年 11 回実施 

 

 

 

年 2 回実施 

 

 

 

年 5 回実施 

 

 

 

 

 

年 3 回実施 

 

 

 

年 3 回実施 

 

 

中止 

 

 

 

56



 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪乗馬≫ 年 4回(本所・分場) 

 乗馬を通じて、情緒の安定を図ることを目的として

実施してきたが、乗馬中のマスク着用が義務づけられ

たため、令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症対策

のため中止。 

 

≪創作活動≫ 通年(本所・分場) 

 手指を使う作業を行い手指の集中力・持続力を養う。 

 

≪散歩≫ 通年(本所・分場) 

 屋外歩行を通して、季節感を味わいながら、筋力や健

康の維持に役立てる。 

 

 

≪合同プログラム≫ 週 1回(本所・分場) 

 クラブ活動や季節の催し、ボッチャ、カラオケ、ボウ

リング等を合同で行い、主体的選択や自己決定、利用者

同士の関係作りに取り組み、楽しむ機会を提供するこ

とを目的としていたが、新型コロナウイルス感染対策

のため中止した。 

 

≪社会見学≫ 年 3回(本所・分場) 

 屋外での体験を通し、知識や経験を広げるために実

施した。令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症対

策として、第 1クールは中止、第 2・第 3クールはドラ

イブや出前等で対応した。 

〈行先〉 

国立競技場周辺、西新井大師周辺、北の丸公園、水元

中央公園、都市農業公園、舎人公園、東京タワー周辺、

浅草・東京ソラマチ周辺、上野公園周辺、荒川総合スポ

ーツセンター周辺 

 

中止 

 

 

 

 

通年で実施 

 

 

密を避け実施。コースや

距離を変え、利用者一人

ひとりに応じた活動を

行った。 

 

中止 

 

 

 

 

 

 

内容を変更して実施。 

行事・地域

交流事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者が一人ひとりのもつ能力を発揮し、様々な行

事に取り組み、地域の方々との交流を通じて地域での

豊かな生活につなげていく。また、行事等での交流を通

じて、地域の方々の障がいのある人々への理解を促進

する。 

 

≪宿泊訓練≫ 

 普段の生活から離れた環境で、施設の仲間たちや職

員、ボランティアと寝起きをともにする体験を通じて、

自律性を高める機会としていたが、新型コロナウイル

ス感染対策と宿泊訓練の両立が困難であるため中止し

た。 

 

≪ハートフル運動会への参加≫ 

 令和 2 年度より障害者大運動会とハートの運動会が

合同で開催されることとなっていたが新型コロナウイ

ルス感染対策のため中止となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中止 

 

 

 

 

 

中止 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪施設公開「やかまし祭」≫  

利用者の日頃の活動の成果を地域の方々に紹介し、

理解と共感を得るとともに地域の方々との交流を図

る。（内容：活動紹介、作品展示、体験コーナーなど） 

新型コロナウイルス感染症対策のため、内容を変更

して実施。密を避けるため、開催日を分散し保護者や関

係者に日常の様子を見ていただく形で実施した。 

 

実施日：11 月 18 日、19 日、20 日の 3日間 

 

≪成人を祝う会≫ 1 月中旬 

 成人を迎えた利用者を、利用者・職員・保護者をは

じめ、地域の方々とともにお祝いし、成人としての自

覚をもって頂くきっかけの場として実施した。 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、実施時期を 

ずらし、密を避ける工夫をして実施した。 

本所実施日：3月 5日 

分場実施日：3月 3日 

 

 

≪機関紙「あしあと」の発行≫ 年 4回発行 

 地域の方々に施設の活動を知っていただき、理解・協

力を得るために、3 か月毎に機関紙「あしあと｣を発行

し配布する予定であったが、新型コロナウイルス感染

症対策のため、行事等が中止、延期となったため、年 3

回の発行となった。 

 

≪見学者・ボランティア・実習生等の受け入れ≫ 通年 

 地域住民及び区民等の見学やボランティア、実習生

を受け入れた。介護等体験の学生 4 名、進路実習生 10

名、保育実習生 5名の受け入れを行った。 

 

 

≪アート展示≫ 通年 

 施設の身近な地域の公共施設や飲食店などで利用者

の作品を展示することにより、より多くの地域の方々

が利用者の作品に接することにより、障がいのある人、

施設についての理解を深めてもらう機会とする。なお、

アート展示は利用者 1人につき 1カ月ごとに展示した。 

 

内容を変更して実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程を変更して実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 3 回発行 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感

染症対策の為、例年より 

短期間ではあるが日常

ボランティアの受け入

れを行った。 

 

公共施設や近隣の飲食

店など10カ所の他、1月

より「ゆいの森」も展示

場所として新たに加わ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食事業 ≪給食サービス≫ 通年 

利用者の個々の健康状態等に応じ、栄養が偏らない

ように様々な食品を使いバラエティーに富んだ献立に

なるよう考慮し、栄養バランスのとれた食事を提供し

た。 

また、個々の利用者が食べやすい食事形態や食器に

配慮し、食生活を豊かにし、さらに楽しい雰囲気の中

で、食事のマナーや社会性を養う機会とした。 

 

 

施設開所日に給食の提 

供を行った。 

健康診断等 ≪健康管理≫   
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業  疾病の予防と早期発見に努め、健康の保持・増進を図

る。健康診断を年 1回行う。 

  1 月 18 日 荒川区保健所 

医務室にて専門医(内科医・精神科医)の診察や健康

相談を行う。 

日常的に看護師が健康管理を行う(連絡帳の確認・検 

温・バイタルチェック)。 

保護者に健康・保健衛生についての関心を持ってもら

い、知識の普及と啓発を行うための情報提供を行う。  

通年 

 

健康診断については、新

型コロナウイルス感染

対策の為、日程調整の

上、1回のみ実施。 

通所バス運

行事業 

 

 

 

 利用者の通所のため、本所では車イス用リフトが装

備されたワゴン車の送迎車両 6 台をコース別に委託運

行した。 

 分場では、送迎用のリフト付きマイクロバスとワゴ

ン車の計 2台を委託運行した。 

施設開所日に送迎を実

施した。 

個別支援計

画策定 

 その人らしく自立して地域で暮らしていけるよう、

一人ひとりのニーズを随時把握し、目標・支援方法を策

定し、支援を行う。その過程と結果から利用者の自信と

職員との信頼関係につながるよう行った。 

令和 2 年度個別支援計

画に基づいて支援を行

った。 

避難訓練  総合防災訓練を含め、被災時の利用者の安全を確保

するため、地震・火災等を想定した各種訓練を行った。 

実施 

相談支援事

業 

本人のみならず、家庭にとって最も身近に相談がで

きる機関として機能できるよう随時の面談等充実を図

り、ニーズのキャッチと将来の生活設計や成年後見制

度等を含めた相談に力を入れて行った。また、特定相談

支援事業者等の関連機関と連携した支援の充実や各家

庭へ必要なサービスの案内等を行った。 

ご家族の要望があった

ケースについては電話

や対面での相談を行っ

た。特定相談事業所とも

連携を図り、必要に応じ

てケース会議を行った。 

その他事業 

 

 

 

 

 

 

 職員研修の実施 

【外部研修】 

●強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践） 

8 月～3月 4 名 

●介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修 

9/8、9 1 名 

●高齢の知的障害者の支援 

10/1 オンライン配信 1 名 

●社協職員に求められる姿勢や視点を学ぶ 

10/6、11/13 オンライン配信 1 名 

●サービス管理責任者研修 

 11/6 オンライン配信 1 名 

●障害者支援施設 ICT 機器導入支援モデル事業成果報

告会研修 

 3/12 オンライン配信 1 名 

●COVID‐19 クラスター発生施設から学ぶ～今私たち

ができる感染対策～研修 

 3/16 オンライン配信 1 名 

【内部研修】 

職員が講師となり、「虐待防止」、「接遇」、「感染症対策」、

「障がい特性による対応」、「スヌーズレンとは」、「合理

的配慮」などの内容で研修を行った。 

通年実施 
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荒川生活実習所 及び 荒川福祉作業所運営事業拠点区分（※指定管理施設） 

 

 ２．荒川生活実習所 及び 荒川福祉作業所事業サ－ビス区分  

施設概要 
 
1．概要 

 平成 18 年度は荒川区から一部業務の受託、平成 19 年度から荒川区の指定管理者として運営を開始

した(平成 24 年 3 月までが第 1 期、平成 29 年 3 月までが第 2 期指定管理期間)。平成 21 年度から、

障害者自立支援法に基づき、荒川生活実習所は「生活介護事業」、荒川福祉作業所は「就労継続支援 B

型事業」「就労移行支援事業」に定員を拡大して移行した。平成 25 年度から、障害者総合支援法に基

づく施設となった。これまでに引き続き平成 29 年度から令和 3 年度までの第 3 期指定管理期間を運

営することとなった。 

 

2．目的 

 ■荒川生活実習所 ＜生活介護事業＞ 

  荒川区内の 18 歳以上の知的障がい者及び身体障がい者に対して、様々な生活経験を重ねる日中

活動を通して、基本的な生活習慣・生活スキル・社会的スキルや、ともに活動する利用者同士・職

員・地域の方々との関係の中から、お互いを認め合い心地よく過ごせる関係性を身につけ、その人

らしく社会の一員として自立して暮らしていけるよう、利用者一人ひとりに合わせた支援を行うこ

とを目的とする。 

 ■荒川福祉作業所 ＜就労継続支援 B型事業＞ 

  通常の事業所に雇用されることが困難である知的障がい者及び身体障がい者に対して、福祉的就

労の機会を提供するとともに、生産活動、その他の活動の機会を通じて、自立に必要な知識及び能

力の向上のために必要な訓練等を行い、利用者が社会の一員として自立した日常生活、社会生活が

送れるよう支援を行うことを目的とする。 

 ■荒川福祉作業所 ＜就労移行支援事業＞ 

  就労を希望する 65 歳未満で通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる知的障がい者及

び身体障がい者に対し、生産活動、その他の活動の機会を提供する。そして就労に必要な知識及び

能力の向上のために必要な訓練・職場体験等を含めた求職活動に関する支援・職場の開拓・就職後

における職場への定着のために必要な相談等を行い、利用者が社会の一員として自立した日常生

活、社会生活が送れるよう支援を行うことを目的とする。 

 

3．利用定員 

 ■荒川生活実習所  47 名 

 ■荒川福祉作業所  55 名（就労継続支援 B型事業 48 名、就労移行支援事業 7 名） 

 

4．登録人員 

 ■荒川生活実習所  47 名 

■荒川福祉作業所  43 名（就労継続支援 B型事業 41 名、就労移行支援事業 2 名） 

 

5. 開 館 日          243 日 月曜日～金曜日(土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く) 

 

6．所 在 地(両施設)  〒116-0002 東京都荒川区荒川 1-53-9 (1 階・2階) 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

充実事業  1.全体 

「施設認知度の向上」 

 荒川生活実習所及び荒川福祉作業所がこれまで以上

に地域に根付き、利用者が様々な場面で活躍できるよ

う、施設認知度の向上に取り組んだ。 

 自主製品などの販売会にはこれまで以上に積極的に

参加するとともに、魅力的な商品の開発に着手する計

画であったが、新型コロナウイルス感染症の対策のた

め、自主製品の販売等イベント出店は一部を除き、見

合わせた。 

 利用者が、募金活動や福祉教育など、地域に対して

貢献できる活動を行い、住民とのコミュニケーション

ができるよう働きかけた。 

 利用者支援において関係者と連携、相談することで

関係を構築し、課題解決を図った。 

 総じて、当施設が地域、保護者、関係者から積極的、

活動的と評価され知名度や認知度を向上させるよう努

力した。 

 

2.荒川生活実習所 

1)職員の積極的支援体制 

 利用者の数が 47 名に達し、各利用者の障害特性、年

齢、体力、興味関心の幅も広くなり、ニーズも多様化

している。その方その方のニーズに合わせた個別支援

計画を作成し、これまで以上に保護者に相談・報告を

行った。また、保護者の高齢化問題なども積極的に関

わった。 

 

2)地域交流の充実 

障がいのある方が当たり前に地域で生活できるよ

う、日常活動や行事で積極的なボランティアの受け入

れを行うとともに、荒川生活実習所の利用者、障がい

者への理解の促進のために、地域の方との活動の機会

を多く作る計画であったが、新型コロナウイルス感染

症感染防止対策の一環のため一部延期や中止とした。 

①ボランティアの受け入れ・定着 

ボランティアセンターと連携し、定期的に参加で

きるよう活動や日常活動、行事ボランティアを受け

入れる。利用者が様々な方と出会い、触れ合えるよ

う、継続して参加していただける仕組みを作る計画

であったが、新型コロナウイルス感染症対策のため

中止などの対策を取った。 

②粋・活サロンへの参加 

施設・利用者との交流の場として、地元町会であ

る荒川一丁目町会の「うぐいすサロン」との交流を

継続的に行う。担当者は、地域福祉コーディネータ

ーとして他のサロンも担う計画であったが新型コロ

 

 

 新型コロナウイルス

感染症の影響により、

自主製品の販売等イベ

ント出店は見合わせ

た。 

 荒川生活実習所では

尾久生活実習所と合同

で、ゆいのもりあらか

わにて利用者が作成し

た絵画を常設展示する

機会を創出した。 

 広報紙「アラセイア

ラフク」を新規にサン

パール荒川にて配布し

た。 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急事態宣言中のボ

ランティアの受入れは

中止した。 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス

感染症感染対策のため

サロンが中止のため、

未実施。 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

ナウイルス感染症感染防止対策のためサロンが中止

となり、活動がなかった。 

 

3)利用者の状態に合わせた活動参加  

令和 2 年度は新規入所者 1 名を加えた定員の 47 名

上限の受け入れとなった。車いすを使用する利用者も

13 名となり、活動時間をすべて座位で参加するのが困

難な利用者もいる。令和 2 年度は移動式介護ベッドを

新たに 4 台導入し、身体障害の方の体調に合わせた活

動の参加を促した。 

また、令和元年度にスヌーズレン器材も導入され、

これまでモニターとして器材をレンタルしていた活動

が、自前の活動として展開できた。知的障害者の情緒

安定に働きかけた活動を提供した。 

 

4)災害時（緊急用）対応の充実 

①災害時を想定した連絡手段訓練の実施 

災害用伝言ダイヤル 171 は、地震などの災害が発

生時に NTT が提供しているサービスの一つである。

安否確認の電話連絡が被災地に集中し、通話が繋が

りにくくなった場合や緊急時メールアドレスなどが

送受信できない場合の代替手段として、伝言ダイヤ

ルの使用方法を理解する取り組みを行った。 

②福祉避難所設置訓練を保護者参加で実施 

  毎年新規職員などを対象に投光器やラップポント 

イレの設置訓練を行っているが、令和 2 年度は保護

者にも福祉避難所とはなにかを理解していただくよ

う参加を促していく計画であったが、新型コロナウ

イルス感染症感染防止対策として三密を防ぐため、

訓練を中止した。 

 

 

3.荒川福祉作業所 

1)多様なニーズに応じた支援の充実 

令和 2 年度は、新たに就労継続支援 B 型事業所に 2

名、就労移行支援事業所に 2 名、計 4 名の新規利用者

を迎えた。10 代から 80 代までの幅広い年代の利用者

が通所しており、その中には一般就労を目指して行け

る作業能力を持った方も在籍している一方、介護が必

要な方や転倒の危険性があるために常時見守りが必要

な方も多く、これまで以上に個別性を重視した支援が

求められた。ご家族の高齢化も進み家族支援が必要な

ケースも多く、より利用者一人一人のニーズに合わせ

た支援を実践していく必要があり、その方らしい仕事

や生活を送ることができるよう、下記の目的を持った

グループを作り、作業を中心としていく中で目的に応

じたプログラムを構築し、実践した。 

① 作業中心グループ 

年齢が若い方を中心とし、作業をし続ける力及

 

 

 

 

随時 

 

 

 

 

 

 

随時 

 

 

 

 

1 月 15日～1月 21日実

施 保護者 2名実施 

 

 

 

 

 

中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

び就労できる力を養うことを目的としたグルー

プ。安定した労働習慣習得のため、ニーズに応じた

作業時間、作業内容を提供した。今年度は、対象者

がなく就労継続支援 B 型から就労移行支援事業の

移籍は行わなかった。 

 

② 作業プラス余暇活動グループ 

   作業を中心としつつ、適度にレクリエーション

や余暇的活動プログラムを実施することで作業効

率が上がりより作業を行う力をつけていくことを

目的としたグループ。ウォ－キングをプログラム

に取り入れて提供した。 

 

③ 作業プラス健康維持・体力維持活動グループ 

作業を中心としつつ、健康維持や体力維持を目

的としたグループ。体操やウォーキング、健康講座

などのプログラムを提供した。 

 

2)工賃の維持と各個人に応じた作業提供 

当事業所では取引先企業と信頼関係を築き、その

信頼関係を基に積極的な単価交渉や営業活動を行

うことで、ここ数年、工賃は上昇傾向にあった。

コロナ禍において工賃を維持するとともに、利用

者の特性を考慮した作業を継続的に提供した。工

賃支給額は月平均 8 千円以上を目標とし、令和 2

年度は 1 万１千円（令和元年度の月平均 1 万 3 千

円）。 

 

3)新たな自主生産品開発と地域とのネットワークづく

り 

  当事業所では、荒川生活実習所と合同で自主生産

品を作成し、販売イベントの企画や出店等での販

売を通して地域の方々に施設を知ってもらう機会

としている。令和 2 年度は、荒川福祉作業所の自

主生産品として、ヘアゴム（ヘアリボン）を作成

した。利用者が関わることができ、作業の一環と

して取り組める製品の開発を行った。また、ター

ゲットとなる層を見極める等、売数を伸ばして行

くことでより地域の方々にアピールできるように

子育て世代へのヒアリングを行った。また、地域

の施設と連携して、自主生産品の委託販売に取り

組んだ。 

 

 

 

4)家族支援の強化 

  当事業所では利用者の高年齢化が進み、50 歳以上

の利用者が約半数となり、60 歳以上の利用者も 8

名在籍している。それに伴い、ご家族の高年齢化

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感

染症対策のため、余暇

活動は見合わせた。 

 

 

 

 

随時 

健康（げんき）講座 

年 2回 

 

 

毎日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感

染症対策のため、自主

製品の販売等イベント

出店は見合わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

も進んでおり、家族全体の支援が必要なケースが

増えている。当会のネットワークを活かし、成年

後見センター・あんしんサポートあらかわ等と連

携して、支援が必要なご家族に対して、情報提供

を行うとともに、福祉サービスの利用に至った。 

 

5)就労移行支援事業の新たな展開 

令和 2 年度は就労移行支援事業に新規利用者 2 名

を受け入れた。希望者には特例子会社等の見学、実

習支援を行った。 

令和元年度に引き続き、就労アセスメントを 4 件

実施した。今後の就労アセスメントについてはこれ

までの取り組みを評価し、荒川区と検討のうえで、

区民がより良いサービスを利用できるように継続し

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

随時 

実習は随時 

生活介護事

業 

（荒川生活

実習所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護基

本事業 

≪日常活動≫ 

 運動、創作活動、仕事(受注作業や自主製品制作・販

売)、音楽活動、レクリエーション、農園での作業、サ

ークル活動、調理実習、お茶会、誕生会、自治会活動、

外出活動等多彩な活動メニューを実施することで、障

がい特性、年齢、体力、興味関心の幅広いニーズに応

じ、様々な経験から利用者それぞれの持てる力を発揮

できるよう日常活動を展開した。 

全般を通して、「利用者自身が決めて行動すること」

「利用者が自分の役割を感じられること」を大切にし、

支援を行った。 

 

≪地域交流活動≫ 

 自主製品販売や買い物活動、地域での作品展示、外

出活動や利用者によるボランティア活動の取り組み等

を行った。 

 日常活動や行事へのボランティアの積極的受け入

れ、粋・活サロンへの参加、公共施設や地域の店舗に

絵画を展示していただく「絵画交換」や各種作品展へ

の出展を通じて、交流を深めた。 

 

≪基本的生活活動≫ 

 食事、排泄、移動、更衣、整容、清潔保持等につい

て、介助や、それらの習得のための支援を行い、生活

スキルの向上を図った。 

 

≪健康維持活動≫ 

 健康維持のため、個々の利用者の体調・疾病状況・

健康状態の把握を行い、日常的支援や看護師・栄養士

等からの助言等を行う。毎日の運動に理学療法士に指

導を受けた体操等を取り入れ、運動の充実を図り、身

体機能の維持に役立てる。 

 

 

 

随時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時 

 

 

随時 

 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

 

毎日 

理学療法士相談 

30 回実施 

 

 

 

 

64



 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

≪コミュニケーション活動≫ 

 利用者同士及び職員、地域の方々との日常的なコミ

ュニケーション・関係づくりを通して、集団の中で安

心して楽しく、互いに心地よい環境で過ごすためのコ

ミュニケーション方法や協調性・社会性を身に付ける

よう支援する。 

 

≪講師活動≫ 

 専門的講師の指導のもと、音楽療法や運動、アート

活動を行った。利用者が自分で複数の講師活動を選択

することにより、意欲的に参加できるよう取り組んだ。 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、活動の一部

を中止した。 

 

毎日 

 

 

 

 

 

トランポリン活動 

年 5回 

レクリエーション活動 

年度内中止 

音楽療法 

年 2回 

アート活動 

年 4回 

木工活動 

年度内中止 

送迎サービ

ス事業 

 利用者の通所のため、車イス用リフト付きマイクロ

バス 3台を使用して委託運行した。 

毎日 

就労継続支

援 B 型事業 

及び  就労

移行支援事

業 

（荒川福祉

作業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支

援 B型事業 

≪生活支援≫ 

利用者の障がい状況・健康状態・生活環境等を把握

し、個別支援及び集団支援を行い、基本的な生活習慣、

社会性、健康管理、利用者の力を伸ばすことを目的と

し以下の内容を実施した。 

 

・利用者、ご家族が安心し充実した生活を送り将来の

生活の希望を描けるよう、日常のコミュニケーショ

ン等にて、利用者に応じて相談し、安定して通所で

きるように支援を行った。 

・生活の幅を広げ、利用者が主体性を持って生活し続

けることができるよう、新型コロナ感染症対策を行

い、実施可能な各種行事や趣味活動を行った。 

・看護師による健康チェックや栄養士による食事の管

理のほか、看護師や栄養士による健康講座や体操プ

ログラムを実施し、健康を保って地域生活を続けら

れるよう支援した。 

・作業を中心としつつ、利用者の年齢や個々のニーズ

に応じて、レクリエーションや体力維持等のプログ

ラムを行う事ができるグループ編成を行い、支援を

進めた。 

 

≪作業支援≫ 

利用者が働くことを通じて力を伸ばし、充実感や社

会での役割を感じながら充実した人生を送ることがで

きるよう、以下の内容を行った。 

 

・作業は、一般企業等と受注契約を結び、材料を加工

して製品を納入し、代金を作業工賃として利用者に

支給した。令和 2 年度の取引業者数は 5 社、年間の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニ茶話会年 3回 

バスハイク年 3回 

コーヒータイム年 3回 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

随時 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上（税込）は 6,685,539 円。内就労継続支援 B 型

事業所の工賃支給額は、5,968,612 円。月間の工賃

支給額を各月の在籍人数で割った 1 人あたりの平均

工賃月額は 11,796 円であった。令和元年度に比べ、

売上（税込）は 486,990 円の減額、工賃支給総額は、

451,596 円の減額となった。 

・一般企業等からの受注作業を中心としつつ、オリジ

ナル製品ヘアゴム（ヘアリボン）の開発、オリジナ

ル製品の委託販売を行う。各種イベントへの出店は

新型コロナ感染症対策のため、中止した。 

・利用者が仕事への誇りや充実感を感じられるよう、

利用者の特性を十分考慮し、特性に合った作業種を

継続的に得られるよう一般企業等に営業活動を行い

信頼関係を構築し、合わせて所内の環境を整備して

作業を割り振り、働くモチベーションを持続できる

よう支援を行った。 

・荒川区の障がい者就労推進員と連携し、利用者の特

性とマッチングした作業の受注を検討した。 

・社会参加、地域交流のねらいをもって、オリジナル

製品作成における専門家やボランティアとの協働

や、イベントでのオリジナル製品販売を予定したが、 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、中止もしく

は縮小して実施した 

 

【作業種目】 

 建築金具の組み立て、鉛筆の袋入れ・箱詰め、各種

袋入れ、各種仕分け、各種書類の丁合、オリジナル

製品作り(アクセサリー等)。各種イベントでの販売。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

 

 

自立支援協議会しごと

部会と連携し、各施設

の自主製品の委託販売

を行った。 

ふれあい祭（施設公開） 

 

就労移行支

援事業 

利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むこと

ができるよう、利用者の意向および適性（心身の状況、

作業スキル等）を把握し、それに即した支援を行い、

就労した時に必要とされる作業スキルや集中力、仕事

をすることに対する意識、働く場での対人関係等を習

得させ、一般就労を目指すことを目的とし、以下の内

容を行った。 

 

・パソコン、事務補助訓練、就労に関する講義、生活

に関する講義、他機関と連携した事務補助等実習、

就労継続支援 B 型と連携した作業実習等のプログラ

ムを行った。 

・幕張ワークサンプル（MWS）利用によりパソコンや事

務作業訓練、実務訓練の質を高め、利用者の実務能

力を向上させる支援を行った。外部講師による研修

等は、コロナ禍のため、中止した。 

・併設の就労継続支援 B 型の利用者で就労を希望する

方が就労移行支援事業を利用し就職につながるよう

な体制を構築し、新規利用者の獲得につなげていく。 

・一般企業等での指導、実習を実施した。利用者本人､

毎日 

 

 

 

 

 

 

 

毎日 

 

 

 

中止 

 

 

 

適時 

 

 

適時 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 保護者ならびに受け入れ先と十分な連携と新型コロ

ナウイルス感染症対策を図った上で､今年度は荒川

ボランティアセンター及び特例子会社 1 社で実習を

行った。 

・上記のプログラムを行うほか、ハローワークや障害

者就労支援センター、荒川区内外の就労移行支援事

業所等と WEB 会議等で連携して最新の情報を収集

し、利用者に企業説明会や実習の情報を提供した。 

 

 

 

 

年 2 回（Zoom 会議） 

 

個別支援計

画策定 

 その人らしく自立して地域で暮らしていけるよう、

一人ひとりのニーズを随時把握し、目標・支援方法を

策定し、支援計画に基づいた支援を実施。目標及び支

援方法は半年ごとに見直しを行い、利用者の状態に応

じて変更を行った。利用者の自信や達成感につながる

よう、ご本人に理解しやすく、スモールステップの目

標となるよう作成、実施をした。 

毎日 

荒川生活実

習所・ 

荒川福祉作

業所 

共通事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援事

業 

本人のみならず、家庭にとって最も身近に相談がで

きる機関として機能できるよう随時の面談等充実を図

り、ニーズのキャッチと将来の生活設計や成年後見制

度等を含めた相談に力を入れて行った。また、特定相

談支援事業者等の関連機関と連携した支援の充実や各

家庭へ必要なサービスの案内等を行った。 

 

9 月 8 日、あんしんサ

ポートあらかわの協力

を得て、保護者懇談会

にて成年後見制度、あ

んしんサポートあらか

わの事業案内を実施し

た。 

行事・地域

交流事業 

地域の方々との交流を行い、地域での豊かな生活と

暮らしやすい地域づくりにつなげていく。また、交流

を通じて、地域の方々に障がいのある人々への理解を

促進した（生活介護事業、就労継続支援 B 型事業と就

労移行支援事業では目的に応じて参加行事は異なる）。 

 

≪宿泊訓練≫ 

 普段の生活から離れた環境で、施設の利用者や職員

と寝起きをともにする体験を通じて、社会性、自律性

を高める機会とする計画であったが新型コロナウイル

ス感染症対策のため中止した。 

 

≪ハートフル運動会への参加≫ 

 心身障害児者福祉連合会主催の運動会に参加し、運

動会の雰囲気を味わいながら様々な障がいのある方々

との交流を図る計画であったが新型コロナウイルス感

染症対策のため中止した。 

 

 

 

≪ふれあい祭（施設公開）≫ 

 施設を一般公開するとともに地域住民を招待し、作

業・活動公開や作品展示、作品販売等を通じて様々な

方と交流をする中で、障がい者等への理解を促進する

計画であったが新型コロナウイルス感染症対策のた

め、例年のイベント方式ではなく、1週間とし、施設見

学方式で関係者や保護者向けに実施した。 

毎日 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止 

 

 

 

 

 

 

10 月 19日から 10月 23

日実施 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪地域の行事への参加≫ 

 当事業所の PR を行うとともに、他の福祉団体や区民

の方々と交流した。 

 

≪地域交流情報紙の発行≫ 

 地域の方々に施設の活動や、障がいのある方々につ

いて知っていただくため、地域交流情報紙「アラセイ・

アラフク」を発行し配布した。 

 

≪ボランティアや見学者の受入れ≫ 

日常の活動全般、行事時など、日常的にボランティ

ア活動ができる場とし、地域の方々との交流を通じ利

用者の人間関係を豊かにする。随時見学を受け入れ、

施設や障がい者への理解を促進した。 

 

随時 

 

 

 

2 月発行 

 

 

 

 

緊急事態宣言期間中は

受け入れを中止した。 

給食事業  栄養バランスの良い、バラエティーに富んだ献立を

考慮し、豊かな食生活や、食事のマナー、社会性を養

う機会である。平成 27 年度にクックチル方式から調理

提供方式に変え、献立をより利用者のニーズに合わせ、

適温で食事を提供している。これまでは当会の他指定

管理施設で調理したものを当建物内で再調理して提供

していたが、令和元年度に調理室の改修を行い、当建

物内で調理が完結できるようにした。令和 2年度から、

当建物内で調理したものを提供し、より利用者の嗜好

やニーズにマッチした給食を提供した。 

毎日 

健康診断等

事業 

 利用者の心身の健康を守り病気等の早期発見をする

ため、保健所にて健康診断を行った。嘱託医である内

科医と精神科医による診察・相談を定期的に行う。ま

た、健康上必要な方には看護師・栄養士が健康指導・

栄養指導・相談を行う。歯科相談は新型コロナウイル

ス感染症対策のため中止となった。 

歯科相談 

新型コロナウイルス感

染症対策のため中止 

健康診断 

生活実習所 

2 月 15 日 

2 月 22 日 

3 月 15 日 

福祉作業所 

3 月 8 日 

避難訓練  総合防災訓練を含め、被災時の利用者の安全を確保

するため、地震・火災等を想定した各種訓練を行った。

災害時対策として、利用者・ご家族の意識啓発、送迎

中・登所降所中に発災した場合の指針を作成する。ま

た、利用者在所中の対応を検討するとともに、水害対

策も進めていく。 

2 施設合同訓練 

6 月 3 日 

10 月 28 日 

2 月 3 日 

小規模避難訓練（実習

所のみ） 

4 月 24 日 

7 月 17 日 

8 月 28 日 

12 月 11 日 

3 月 12 日 
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障害者福祉会館（アクロスあらかわ）運営事業拠点区分（※指定管理施設） 

 

 ３．障害者福祉会館（アクロスあらかわ）事業サ－ビス区分  

 

施設概要 

 

1．概要・目的 

 平成 9年 8月に開館し、今年度で開館から 23 年目となる。 

障がいのある方の社会参加を支援する地域の拠点となるよう、さまざまな社会資源の有効活用を図

りながら、障がいのある方やボランティアの活動の場として、また、多くの区民の方々との幅広い交

流を深める場として、広く利用されることを目指す。 

 同時に、誰もが住み慣れた地域の中で安心して暮らし続けることのできる街づくりの拠点として、

荒川区社会福祉協議会が長年培ってきたネットワークを活かし、文化活動、交流の場づくり、情報提

供など、各種事業の取り組みを図る。 

 また、平成 26 年度からは区の相談支援事業者として指定を受け、荒川区における障がい者福祉の

総合的な拠点として障がいのある方やその保護者が安心して来館・相談できる場所を目指す。 

 

2．利用時間  午前 9時～午後 10 時 

 

3．休館日   毎月第三火曜日、年末年始 

 

4．施設内容  1 階 事務室、多目的ホール 

        2 階 第一会議室(生きがい活動室)、第二会議室(洋室)、交流ロビー、点字ワープロ

室、対面朗読室、喫茶コーナー「ステップ」(荒川区心身障害児者福祉連合会

により運営) 

        3 階 第三会議室（和室）、幼児コーナー、共用活動室、更衣室 

 

5．所在地   〒116-0002 東京都荒川区荒川 2-57-8 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

会館管理運

営事業 

  障がいのある方々の自主活動及び障がいのある方を

サポートするボランティア活動のために、多目的ホール

や会議室などの貸出を行うとともに、地域の方々へも貸

出を行う。また、荒川区心身障害児者福祉連合会が運営

する喫茶コーナー「ステップ」が併設されている交流ロ

ビーを、適宜、感染症対策を行ったうえで、フリースペ

ースとして開放した。 

会議室の貸し出し 

1,913 件 

11,802 人 

登録団体数 70 団体 

新型コロナウイルス感

染症対策のため、令和 2

年 4 月 8 日から 5 月 31

日まで閉館。 

令和 3年 1月 8日から3

月 31 日通常 22 時閉館

のところ 17 時閉館。 

相談支援事

業 

計画相談支

援及び障が

い児相談支

援事業 

 荒川区から特定相談支援事業者及び障害児相談支援

事業者の指定を受け、基本相談支援及び計画相談支援・

障がい児相談支援を実施した。 

契約件数 413 件 

福祉活動の

総合支援 

 障がいのある方々や地域住民の方々からのさまざま

な相談に応じ、問題解決のためにそれぞれの専門・関係

機関と連携し、相談窓口の紹介等の支援を行った。 

通年 

文化・教養

講座事業 

 ≪障がい者向け料理教室≫ 

 障がいのある方の余暇活動の一環として、料理方法な

どを学ぶ機会とする。新型コロナウイルス感染症対策の

ため視覚障がい者向け及び知的障がい者向け料理教室

は中止した。視覚障がい者及び知的障がい者以外を対象

とした講座は実施した。 

 

 

 

≪知的障がい者向けリズム体操教室≫ 

 音楽と体操を通じて、心身リフレッシュと健康の増進

を図り、社会参加や生きがい活動を支援した。 

 

視覚障がい者向け料理

教室中止 

障がい者向け料理教室

（視覚・知的除く） 

11 月 3 日 

参加人数 5 名 

知的障がい者向け料理

教室中止 

知的障がい者向けリズ

ム体操教室 

日程   参加人数 

1 月 31 日 6 名 

2 月 14 日 7 名 

情報提供事

業 

 ≪介護フェア≫ 

生活に役立つ介護用品や自助具などのバリアフリー

用具を展示し情報提供することで、障がい者の自立生活

の質を高める。荒川区介護サービス事業者連絡協議会と

共催という計画であったが、新型コロナウイルス感染症

対策のため中止した。 

 

≪インターネットスポット≫ 

 IT の促進に寄与し、情報バリアの解消を図るために

インターネットスポットを設置し、指導員を配置すると

いう計画であったが、新型コロナウイルス感染症対策の

ため中止した。 

 

≪障がい当事者向け防災ワークショップ≫ 

 災害発生時の障がい当事者が自ら身の安全と命を守

るために、平常時にできることを主体的に考えることが

できる環境づくりを目的とした防災に関する当事者向

中止 

 

 

 

 

 

 

中止 

 

 

 

 

 

日程    参加人数 

1 月 21 日  10 名 

1 月 28 日  中止 

2 月 20 日  22 名 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

けワークショップを実施した。 

 

≪要約筆記講座≫ 

 聴覚に障がいのある方や中途失聴の方へのコミュニ

ケーションをサポートする要約筆記の知識・技術の普

及、ボランティアの育成を図った。 

 

≪新聞・図書購入≫ 

 障がい者福祉に関する情報提供として、福祉新聞・点

字新聞、専門図書等を館内閲覧用に設置する。障がい者

福祉に関する新聞記事等を拡大してパネルに掲示した。 

 

≪点字版作成依頼≫ 

 視覚に障がいのある方への情報保障を目的に、議事録

やチラシ等の点字版作成を区内点訳作業所に依頼し、館

内で配布した。 

 

≪常設展示・アートコーナー≫ 

 障害者福祉推進団体の活動紹介パネルや作品を展示

するとともに、絵画、写真、墨絵などの芸術作品の展示

を行った。 

 

≪情報活動ファイル≫ 

 障害者福祉推進団体の相互交流や一般の方々への活

動理解のために、登録団体が自主的に管理・情報提供で

きる「活動紹介ファイル」を交流ロビーに設置した。 

団体紹介パンフレットを隔年発行した。 

 

≪アクロス目安箱≫ 

 施設運営に利用者の要望等が反映されるよう、自由に

意見を投書できる目安箱を交流ロビーに設置した。 

 

≪広報≫ 

 アクロスあらかわの施設紹介や事業内容を作成・配布

するほか、社協のウェブサイト及び社協だよりからも情

報提供を行った。 

 

 

 

11 回実施 

9 月 6 日～12 月 6 日 

申込者 10 名 

修了者 8 名 

 

通年 

 

 

 

 

5 回 

 

 

 

 

通年 

15 団体 

 

 

 

通年 

 

 

 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

ふれあい交

流事業 

 ≪通信カラオケ≫  

 障害者福祉推進団体における活動のための貸出及び、

アクロスあらかわの事業において活用するため、通信カ

ラオケを運用した。 

 

≪交流講座≫ 

 講座を通して、障がいのある方とない方との交流、相

互理解を図った。 

 

 

 

≪スポーツ交流会≫ 

 障がいのある方もない方も、ともに「障がい者スポー

 

通年 

 

 

 

 

日程    参加人数 

11 月 14 日  13 名 

11 月 28 日  11 名 

1 月 16 日   5 名 

1 月 23 日   3 名 

 

日程    参加人数 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

ツ」を通じて楽しみ、交流を深めた。 

 

 

≪登録団体交流会≫ 

 登録団体が一堂に会し、各団体相互の親睦を図った。 

 

 

 

≪福祉教育事業≫  

 館内のバリアフリー設備の見学や障がい者との交流

を通じ、当会館の目的や障がいのある方への理解を深め

る機会を提供した。 

①親子ボランティア講座 

②福祉体験教育講座 

③障がい体験グッズの貸出 

 

≪アクロスだより≫  

 当会館への理解や事業の周知・協力のため、事業予定

や事業報告、多目的ホール・会議室の貸出状況などを内

容とした機関紙を発行し、障害者福祉推進団体、関係機

関などに配布した。 

 

≪ステージ発表会≫  

 当会館を拠点として活動している障害者福祉推進団

体や一般団体の日頃の活動の成果発表の場を提供する。

障がいのある方とない方の交流を図り、相互理解を図る

という計画であったが、新型コロナウイルス感染症対策

のため中止した。 

11 月 3 日   8 名 

11 月 8 日   17 名 

 

 

日程        参加人数 

12 月 6 日   11 名 

5 団体 

 

 

2 団体 

201 名 

 

 

 

 

 

 

年 4 回発行 

 

 

 

 

 

中止 

IT 講習会事

業 

 ≪障がい者向けパソコン入門講座≫ 

 障がいの種別を問わず、モニターをみて操作できる初

心者を対象に、パソコンの基本操作やインターネット検

索などをゆっくり指導する講座を開催した。 

A 日程 6 月 21 日 28 日 

B 日程 7 月 5 日 12 日 

参加人数 16 名 

その他の各

種事業 

 ≪運営協議会≫ 年 2回以上 

 当会館の運営に利用者の意見を反映するため、障害者

福祉推進団体からなる運営協議会を開催した。 

 

 

 

≪障害者週間関連事業≫  

 障がい者福祉に対する関心と理解、意識啓発を図ると

ともに、交流、相互理解の促進を目的に、以下の各種事

業を開催した。 

 

①アクロス・連合会まつり 

 障害者福祉推進団体から選出された実行委員会で企 

画・運営し、各登録団体の模擬店・バザー、ステージ等 

を通じて地域住民との交流、相互理解を図るという計画 

であったが、新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

した。 

第 1回 7 月 15 日 

第 2回 新型コロナウ 

イルス感染症対策のた 

め書面にて開催 

運営委員 13 名 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感

染症対策として「アク

ロス・連合会まつり」に

代えて、パネル作品の

展示期間を長めに行っ

た。 
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大項目 小項目 事業内容 実績等 

②パネル作品展 

 障がい者福祉に対する関心と理解、意識啓発を図るた

め、障害者福祉推進団体の活動紹介パネルや作品の展示

を行った。 

≪体験発表会きもちトーク＆学習発表会≫ 

 障がい当事者や障がい者福祉に関わる方のさまざま

な思いや体験を語ってもらい、相互理解を深める機会と

なった。 

誰もが豊かで安心して暮らせる地域づくりを目指し、

障害のある方とない方がともに考える機会となった。 

また、体験発表者の了解のもと、記念文集を作成・発

行し、障害者福祉推進団体や関係機関などに配布し、館

内閲覧用に設置した。 

新型コロナウイルス感染症対策のため来館による観

覧人数を少なくし、加えて、インターネットによる配信

を行った。 

また、同時に行う予定の小学生による学習発表会は、

新型コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

 

≪避難訓練・防災訓練・福祉避難所開設訓練≫ 

 障がいのある方を含む不特定多数の利用する施設に

おける災害発生時の対応や、福祉避難所を開設する上で

必要なことは何かを、当会館を利用する方や地域住民、

当会館職員がともに訓練して学ぶという計画であった

が、新型コロナウイルス感染症対策のため避難訓練を中

止し、区障害者福祉課職員と当会館職員がともに、パー

テションの組み立て等を行った。 

 

≪ばん座位体操普及事業≫  

 荒川区で実施している「ばん座位体操」を、交流コー 

ナーを利用して、定期的に体操を行う場の提供ととも 

に、障がい者理解を図る機会とするという計画であっ 

たが、新型コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

 

≪街なか避暑地・街なかほっとサロンの開設≫ 

 節電効果の向上を目指すとともに、地域住民の交流 

の場として夏季と冬季に開設するという計画であった 

が、新型コロナウイルス感染症対策のため中止した。 

 

≪職員の資質向上のための研修≫ 

 当会館職員のスキルアップのため、障がい者福祉に関

わる知識・技術の向上のための研修、会館運営に関する

研修を行った。 

 

≪あやとり号貸出事業≫  

 荒川区社会福祉協議会が行っているスロープ付き福

祉車両ハンディキャブの貸出拠点として貸出を行った。 

 

≪車椅子貸出事業≫  

 

12 月 1 日～28 日 

 

 

 

1 月 17 日 

発表者 7 名 

会場観覧者 25 名 

ZOOM 観覧者 27 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災訓練・福祉避難所 

開設訓練 

8 月 30 日 

12 名 

 

避難訓練 

中止 

 

 

中止 

 

 

 

 

 

中止 

 

 

 

 

6 回 

延 6 名 

 

 

 

通年 

 

 

 

 

通年 

73



 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

 荒川区社会福祉協議会が行っている車椅子の貸出ス

テーションとして貸出を行った。 

 

≪エコキャップ回収事業≫  

 ボランティア活動支援及び地域活性化の一環として

ペットボトルのキャップを回収し、世界の子どもたちに

ワクチンを贈る活動に参加した。 

 

 

 

 

通年 
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おもちゃ図書館運営事業拠点区分 

 

 １．おもちゃ図書館事業サ－ビス区分  

 

大項目 小項目 事業内容 実績等 

おもちゃ図

書館事業 

（ 公 益 事

業） 

  心身に障がいのある子ども達と障がいのない子ど

も達が、おもちゃを通して楽しく遊ぶ中で、心身の発

達を促した。 

また、地域の方々との交流を図ることを目的におも

ちゃ病院・手づくりおもちゃ等もボランティアの協力

のもとで運営した。 

新型コロナウィルス感染症対策のため、子どもと遊

ぶボランティアは年間通じて中止し、おもちゃ病院・

手作りおもちゃ・消毒等のボランティア活動を実施し

た。 

利用者数(3 館合計) 

15,806 名 

 

ボランティア 

486 名参加 

 

ふれあいお

もちゃ図書

館 

子育て中の方や子どもに対して、シニアボランティ

アが「伝承遊び」や「おもちゃ」などを通じて、世代

間交流を図る。高齢者の知恵を活かした相談を行い、

子育て中の方や子ども達に人生の知恵を伝えるとと

もに、子ども達と関わる高齢者の生きがいづくりを目

的に実施する計画であったが、新型コロナウイルス感

染症対策のため館内での遊びの活動は中止、手作りの

おもちゃをプレゼントする等を行った。 

新型コロナウイルス感

染症対策のため縮小実

施 
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社会福祉法人荒川区社会福祉協議会 

令和２年度事業報告の附属明細書 

 

令和２年３月に成立した特別措置法に基づいて、４月７日から新型コロ

ナウイルス感染症に係る緊急事態宣言が出されました。できるだけ人が密

集しないよう施設の一時閉鎖や事業の自粛・制限など拡大予防に区民誰も

が懸命に取り組んだ１年間でした。それにも関わらず、障がい者生活介護

施設においてご利用者・ご家族・職員に感染者が出てしまいました。一層

の注意を払うとともに生活を支える支援の大切さも再確認されました。  

また、コロナ禍の影響による収入低下で生活維持が困難になった方への

｢特例貸付による支援」に法人が一丸となって取り組みました。事態がな

かなか好転しない中延長が繰り返され、来年度の６月まで継続されること

になり、３月末での貸し付け実績は、９，１９９件でした。 

こういう時だからこそ地域の絆が大切であり、人と人のつながりを強め

地域力を高めるプログラムを実施しました。サマーボランティアスクール

は、施設や団体・グループでの活動参加型から“おうち DE ぼらんてあ”

として自宅で体験できる３０のプログラムを体験していただきました。 

保育園や高齢者施設で使うマスクや雑巾をつくろう、障がいのある方に

誕生日カードを送ろう等家族とも協力し合いながら、年齢も幅広いみなさ

んが意欲的に参加してくださいました。また、福祉まつりはいつものバザ

ーや出店は中止して“福祉フェスタ”としてオンラインを使ったイベント

や密にならない区内全域を使った街なかスタンプラリーなど工夫を凝ら

し、区民が気軽に参加できる活動を提供しました。 

荒川区地域福祉活動計画～第３期あらかわ粋・活計画～は３年度目に入り

コロナ禍を意識しながらも計画中間年として様々な活動の工夫を行いました。 

『子育て世代が参加できるボランティアプログラムづくり』では、新型コ 

ロナウィルス感染症の拡大防止のため、ママと赤ちゃんのふれあいボランティ 

ア講座を延期し、代わる企画としてコロナメッセージプロジェクト「想いをつた 

エール�」を計画しました。おもちゃ図書館の利用親子に、家族に会えず過ご 

す区内の特別養護老人ホームのご入所者への応援メッセージカードを作 

ってもらい、施設を訪問しお渡しした際に戴いたお礼の言葉や写真を今度 

は親子にお届けをしました。 

また、本年も令和３年３月１７日（水）１０時から、荒川区議会の荒川区

議会財政援助団体調査特別委員会に参考人招致されました。 
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■事業開始年月日　昭和２８年５月２７日
■法人認可年月日　昭和３９年１月１３日
■本部・事務局所在地　東京都荒川区南千住１－１３－２０

●区民
●社協会員

●町会・自治会
●民生・児童委員
●各関係団体等
●行政

理事会

評議員会

監　事

事務局 事務局長
事務局次長

施設課 管理課施設課地域ネットワーク課

≪障がい者施設≫
　尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所及び分場
　荒川生活実習所
　荒川福祉作業所

　
　

庶務係荒川ボランティアセンター
地域活動サロン ふらっと . フラット
荒川おもちゃ図書館子育て交流サロン
汐入おもちゃ図書館子育て交流サロン
おぐぎんざおもちゃ図書館子育て交流サロン
障害者福祉会館（アクロスあらかわ）

在宅福祉サービス課

在宅福祉サービス係
　にこにこサポート
　ファミリー・サポート・センター
　移動支援サービス
　成年後見センター・あんしんサポートあらかわ
　生活福祉資金貸付
　受験生チャレンジ支援貸付
　 荒川区障害者就労支援センター（じょぶ・あらかわ）

社会福祉協議会（略称：社協）は「地域福祉の推進を図ること」を目的として、国・都道府県・
市区町村ごとに設置されている、社会福祉法に定められた非営利の民間団体です。

荒川社協キャラクター

ひらりちゃん

荒川区社会福祉協議会（荒川社協）の組織

社会福祉法人 荒川区社会福祉協議会

　荒川区社会福祉協議会では、区民･各種団体等から構成される会員組織を基盤として、町会･自
治会、民生委員･児童委員協議会、福祉団体、行政などの代表者から選出される、理事（15名～
23名）、監事（2名）、及び、評議員（24名～35名）の決定により運営されています。
　高齢者、障がい者、児童・母子、生活困難者、様々な方々を対象にした各種の福祉事業、市民
活動の支援、共同募金、地域福祉の啓発等々、誰もが安心して暮らせる福祉の街づくりを行って
います。
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（計算書類） 

  資金収支計算書     (第一号第四様式)・・・・・・・・・・・・９１ 

  事業活動計算書     (第二号第四様式）・・・・・・・・・・・・９２ 

  貸借対照表       (第三号第四様式）・・・・・・・・・・・・９４ 

   計算書類に対する注記 （拠点区分用）・・・・・・・・・・・・・・９５ 

（附属明細書） 

  引当金明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７ 

 

 

 

 

 



７．尾久生活実習所(あらかわ希望の家)本所・分場拠点区分 

（計算書類） 

  資金収支計算書     (第一号第四様式)・・・・・・・・・・・１０１ 

  事業活動計算書     (第二号第四様式）・・・・・・・・・・・１０３ 

  貸借対照表       (第三号第四様式）・・・・・・・・・・・１０５ 

   計算書類に対する注記 （拠点区分用）・・・・・・・・・・・・・１０６ 

（附属明細書） 

  引当金明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０８ 

積立金・積立資産明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０９ 

 

８．荒川生活実習所 及び 荒川福祉作業所拠点区分 

（計算書類） 

  資金収支計算書    （第一号第四様式）・・・・・・・・・・・１１３ 

  事業活動計算書    （第二号第四様式）・・・・・・・・・・・１１５ 

  貸借対照表      （第三号第四様式）・・・・・・・・・・・１１７ 

   計算書類に対する注記 （拠点区分用）・・・・・・・・・・・・・１１８ 

（附属明細書） 

  基本財産及びその他の固定資産の明細書・・・・・・・・・・・・１２０ 

  引当金明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２１ 

就労支援事業別事業活動明細書・・・・・・・・・・・・・・・・１２２ 

就労支援事業製造原価明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・１２３ 

 

９．その他の公益事業拠点区分 

（計算書類） 

  資金収支計算書    （第一号第四様式）・・・・・・・・・・・１２７ 

  事業活動計算書       （第二号第四様式）・・・・・・・・・・・１２８ 

  貸借対照表         （第三号第四様式）・・・・・・・・・・・１２９ 

   計算書類に対する注記 （拠点区分用）・・・・・・・・・・・・・１３０ 

（附属明細書） 

  基本財産及びその他の固定資産の明細書・・・・・・・・・・・・１３２ 

 

１０．障害者福祉会館（アクロスあらかわ）拠点区分 

（計算書類） 

  資金収支計算書     (第一号第四様式)・・・・・・・・・・・１３５ 

  事業活動計算書     (第二号第四様式）・・・・・・・・・・・１３７ 

  貸借対照表       (第三号第四様式)・・・・・・・・・・・１３９ 

   計算書類に対する注記  (拠点区分用）・・・・・・・・・・・・・１４０ 

（付属明細書） 

  引当金明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４２ 

積立金・積立資産明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４３ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

■監査報告書 

監事監査報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４５ 
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■事業開始年月日　昭和２８年５月２７日
■法人認可年月日　昭和３９年１月１３日
■本部・事務局所在地　東京都荒川区南千住１－１３－２０

●区民
●社協会員

●町会・自治会
●民生・児童委員
●各関係団体等
●行政

理事会

評議員会

監　事

事務局 事務局長
事務局次長

施設課 管理課施設課地域ネットワーク課

≪障がい者施設≫
　尾久生活実習所「あらかわ希望の家」本所及び分場
　荒川生活実習所
　荒川福祉作業所

　
　

庶務係荒川ボランティアセンター
地域活動サロン ふらっと . フラット
荒川おもちゃ図書館子育て交流サロン
汐入おもちゃ図書館子育て交流サロン
おぐぎんざおもちゃ図書館子育て交流サロン
障害者福祉会館（アクロスあらかわ）

在宅福祉サービス課

在宅福祉サービス係
　にこにこサポート
　ファミリー・サポート・センター
　移動支援サービス
　成年後見センター・あんしんサポートあらかわ
　生活福祉資金貸付
　受験生チャレンジ支援貸付
　 荒川区障害者就労支援センター（じょぶ・あらかわ）

社会福祉協議会（略称：社協）は「地域福祉の推進を図ること」を目的として、国・都道府県・
市区町村ごとに設置されている、社会福祉法に定められた非営利の民間団体です。

荒川社協キャラクター

ひらりちゃん

荒川区社会福祉協議会（荒川社協）の組織

社会福祉法人 荒川区社会福祉協議会

　荒川区社会福祉協議会では、区民･各種団体等から構成される会員組織を基盤として、町会･自
治会、民生委員･児童委員協議会、福祉団体、行政などの代表者から選出される、理事（15名～
23名）、監事（2名）、及び、評議員（24名～35名）の決定により運営されています。
　高齢者、障がい者、児童・母子、生活困難者、様々な方々を対象にした各種の福祉事業、市民
活動の支援、共同募金、地域福祉の啓発等々、誰もが安心して暮らせる福祉の街づくりを行って
います。
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